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～利根町百景～

利根緑地運動公園

情報をお寄せください
広報とね「利根町百景」は、読者の皆さまより寄せられた情報をご紹
介するコーナーです。利根町で見つけた美しい景色、珍百景、新百景
など、利根町の魅力となる身近な情報を写真付きでお寄せください。
【応募方法】
写真および紹介文（250字程度）をメールで下記まで送付してください。
総務課秘書広聴係　kouhou@town.tone.lg.jp

■住　所　利根川河川敷

ＴＯＮＥ
いい町　利根町　あなた待ち

広報とね広報とね 2025 年 8月号

今月の表紙

　表紙の写真は、利根親水公園の古代蓮
「利

と ね ば す
根蓮」です。今回のシリーズまち・ひと・

しごとでは、利根蓮の誕生や見頃についてご
紹介しています。ぜひご覧ください。

　
利
根
川
の
河
川
敷
に
は
、
見
渡
す
限
り
草
原

が
広
が
る
「
利
根
緑
地
運
動
公
園
」
が
あ
り
ま

す
。
園
内
に
は
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
や
野
球
場
、

奥
に
は
ゴ
ル
フ
練
習
場
が
あ
り
、
老
若
男
女
問

わ
ず
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

公
園
で
す
。

　
8
月
23
日
（
土
）
開
催
予
定
の
「
第
48
回
利

根
町
民
納
涼
花
火
大
会
」
当
日
に
は
、
こ
の
公
園

が
臨
時
駐
車
場
と
し
て
開
放
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
昨
年
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
も
今
年
再
び
集
結
す
る
予
定
で
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
夏
、涼
し
い
川
風
を
感
じ
な
が
ら
、

利
根
緑
地
運
動
公
園
で
利
根
町
な
ら
で
は
の
夏

を
満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

利根町公式 SNSは
こちらの二次元コードをスキャン
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050-3665-9671
当日音声ガイダンス

今
年
も
、
こ
こ
で
会
お
う
ね
。

8/23開
催
日

※荒天の場合は、24 日（日）へ順延します。
※ 24 日が開催不可の場合は中止となります。

2025 年

土

18：30～ 21：00
※花火打上げ予定時刻 19：30 頃～

時
間

会
場

利根川栄橋下河川敷（メイン会場）
第 2会場（利根緑地運動公園）には、キッチン
カーが多数出店します！大迫力の花火を見なが
ら美味しいフードをお楽しみください！

第 48 回 利根町民納涼花火大会

●駐車場のごあんない
 ・利根緑地運動公園
 ・利根っ子公園
 ・利根町文化センター
※利根町役場の駐車場は、関係者・障がいのある方・車いす
　の方専用となります。一般の方はご利用できませんので
　ご注意ください。

●駐輪場のごあんない
 ・利根町役場
 ・すこやか交流センター
 ・常陽銀行　利根支店
※会場内へ自転車の乗り入れはできません。必ず指定された
　駐輪場をご利用ください。

●無料循環バスのごあんない
当日は、町内循環バスが運行します。運行ルート
や時刻表は、全戸配布するチラシまたは町公式
ホームページでご確認ください。

18：30　開会
18：40　盆踊り（第 1 部）
19：00　徳満寺　川施餓鬼（灯ろう流し）
19：30　花火打上げ・盆踊り（第２部）
20：45　花火打上げフィナーレ
21：00　閉会
※プログラムは、状況により予告なく変更される
　場合がございます。予めご了承ください。

プ
ロ
グ
ラ
ム
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催
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The 48th　Tone Town　Noryo　Fireworks　Festival

■主催　利根町観光協会／利根町民納涼花火大会実行委員会
■後援　関東地方整備局利根川下流河川事務所／利根町／利根町商工会／利根町建設業協会
■問い合わせ　利根町観光協会事務局（利根町役場まち未来創造課　☎ 0297-68-2211）
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利根親水公園
住所：利根町中谷１６２８番地　　
駐車場：あり
令和6年 7月 18日（木）8：00撮影

シ
リ
ー
ズ
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と 

＃
69
　
利
根
親
水
公
園 

古
代
蓮 

利と

ね

ば

す

根
蓮

　
平
成
13
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
利
根
親

水
公
園
」
で
は
、
春
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

や
陽よ
う
こ
う
ざ
く
ら

光
桜
、
初
夏
に
な
る
と
ア
ジ
サ
イ
や

花は
な
し
ょ
う
ぶ

菖
蒲
、
ヒ
メ
ス
イ
レ
ン
、
古こ
だ
い
は
す

代
蓮
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
花
た
ち
が
園
内
を
鮮
や
か
に

彩
り
ま
す
。

　
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
で
は
、
特
に
古
代
蓮
の
名
所
と
し

て
広
く
知
ら
れ
る
利
根
親
水
公
園
の
、

「
利と
ね
ば
す

根
蓮
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
か
ら
25
年
ほ
ど
前
、
福
木
地
区
の
区

画
整
理
後
の
水
田
に
浮
か
ぶ
直
径
4
㎝
ほ

ど
の
丸
い
葉
を
、
町
民
の
方
が
偶
然
見
つ

け
た
の
が
、「
利
根
蓮
」
の
歴
史
の
始
ま
り

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
蓮
の
葉
を
休

耕
田
に
移
植
し
た
と
こ
ろ
、
見
事
に
根
付

き
、
順
調
に
株
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
こ
の
蓮
は
日
本
花か
れ
ん蓮
協
会
に

よ
り
、
桃
・
一
重
咲
き
品
種
「
利
根
蓮
」

と
し
て
正
式
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
後
、
利

根
親
水
公
園
へ
も
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
園
内
一
面
に
咲
き
誇
る
利
根
蓮

が
、
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

―
古
代
蓮
の
名
所
「
利
根
親
水
公
園
」

―
利
根
町
の
独
自
品
種
「
利
根
蓮
」

―
利
根
蓮
の
見
頃
は
？

―
利
根
蓮
は
二
度
咲
く
？

　
一
般
的
に
、
古
代
蓮
の
見
頃
は
「
6
月

下
旬
か
ら
8
月
上
旬
ま
で
」
と
さ
れ
て
お

り
、
特
に
午
前
7
時
か
ら
9
時
頃
に
は
、

開
い
た
ば
か
り
の
利
根
蓮
が
最
も
美
し
い

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
早
朝
か
ら
多
く
の

写
真
愛
好
家
の
方
々
が
利
根
親
水
公
園
を
訪

れ
、
朝
日
に
照
ら
さ
れ
た
利
根
蓮
の
幻
想
的

な
風
景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
す
。

　
利
根
親
水
公
園
の
利
根
蓮
は
、
一
シ
ー
ズ

ン
に
二
度
の
見
頃
を
迎
え
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
も
、
例
年
ど
お
り
6
月
下

旬
に
第
一
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
あ
と
、
い
っ

た
ん
花
が
散
り
ま
し
た
が
、
7
月
下
旬
に
は

再
び
多
く
の
花
が
咲
き
、
ま
さ
に
「
二
度
咲

き
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
光
景
が
広
が
り

ま
し
た
。

　
開
花
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
天
候
や
気
温
と

い
っ
た
自
然
条
件
に
よ
り
、
毎
年
異
な
る
た

め
、
ご
来
園
の
際
は
、
事
前
の
確
認
が
お
す

す
め
で
す
。町
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、

最
新
の
開
花
状
況
を
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
フ
ォ
ロ
ー
の
う
え
、
ご

来
園
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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TONE LOTUS WEEK 2025
が開催されました‼

令和 7 年 7 月 8 日令和 7 年 7 月 8 日
開花状況開花状況

TONE LOTUS WEEK 2025
フォトコンテスト作品募集‼

　今年度は蓮の開花時期に合わせ、6 月 23 日から
29 日にかけて、古代蓮の魅力を広く知っていただ
くことを目的に、利根親水公園で「TONE LOTUS 
WEEK 2025」を開催しました。
　期間中は、利根町観光協会が新たに制作したのぼ
り旗を園内に設置したほか、東屋周辺では、地域お
こし協力隊の安藤隊員と地域の方々が協力して作成
した「竹風鈴」の飾り付けも行いました。
　週末にはキッチンカーの出店や観光協会のドリン
ク販売が行われ、からあげやかき氷を頬張る子ども
たちの笑顔が園内にあふれていました。

　現在、「TONE LOTUS WEEK 2025 フォトコンテ
スト」を開催中です。「カシャッと利根親水公園、キ
ラリと宝物」をテーマに、皆さまのとっておきの一枚
をぜひご応募ください。入賞された 3 名には、素敵な
賞品をご用意しております。

【応募期間】8 月 24 日（日）まで
【賞および景品】
グランプリ 1 名：利根町産コシヒカリ 5㎏
準グランプリ 2 名：利根町地場産品グルメ詰め合わせ
とねりん賞 1 名：とねりんグッズ 3 点セット

【結果発表】入賞者には、９月下旬頃通知します。
※詳細は下記二次元コードから町公式HPをご確認ください。

利根親水公園の蓮の開花状況を
町公式 Instagramで発信してます !!
# 上記二次元コードから開花状況をご
覧ください　#トネスタグラム
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利
根
町
選
挙
管
理
委
員
会

●指定病院または老人ホーム等での不在者投票の手続き

選
挙
人

指
定
病
院
等
の
不
在
者
投
票
管
理
者

①�指定病院等の不在
者投票管理者に対
し不在者投票を行
う旨の申し出

④投票 ⑤�投票済の投票用紙
の送付

③投票用紙の送付

②投票用紙の請求

●滞在先での不在者投票の手続き

※1 �不在者投票の手続きには日数がかかりますので、できる
だけ早めに利根町選挙管理委員会にご連絡ください。

※ 2 �不在者投票の手続きに必要な様式は、町公式ホームペー
ジからダウンロードすることができます。

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

利
根
町
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
人

①�不在者投票宣誓書兼
請求書の提出

②�投票用紙、不在者投
票用封筒、不在者投
票証明書の送付

③�②で送付された書類
を持って滞在先の市
区町村選挙管理委員
会に行き投票

④投票済用紙の送付

▶投票できる方　

　投票できる方は、次の２つの条件にあてはまり、選挙人名簿に登録された方です。
①平成 19年９月８日までに生まれた方
②令和７年５月 20日以前から利根町に住民登録をされ、引き続き住民基本台帳に登録されている方
※ 1�令和７年５月 21日以降に県内の他市町村から利根町に転入された方は、 前住所地の選挙人名簿に登録されていれば前
住所地で投票できますので、前住所地の選挙管理委員会にお問い合わせください。 

※ 2�令和７年５月 21日以降に利根町から県内の他市町村に転出された方は、 利根町の選挙人名簿に登録されていれば利根
町で投票することができます。投票する際、「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」の提示が必要です。この証明書は、
県内各市町村の住民票担当課において無料で発行されます。なお、県外へ転出された方は投票できません。

▶投票所入場券

　投票所入場券は、１枚の封書に同一世帯６人まで連記（家族７人以上は２通）されていますので、ご本人の投票所入場券
を切り離して投票所にお持ちください。万一、投票所入場券が届かない場合や紛失した場合でも選挙人名簿に登録されてい
れば投票できますので、投票所の受け付けに申し出てください。

▶選挙公報

　選挙公報は、９月５日（金）までに新聞折り込みで配布するほか、利根町役場、利根町図書館、利根町文化センター、利
根町生涯学習センター、利根町保健福祉センター、利根町健康増進等複合施設に設置します。また、町公式ホームページか
らもご覧いただけます。
　新聞未購読などの世帯の方で、選挙公報の郵送を希望される方は、利根町選挙管理委員会までご連絡ください。

▶不在者投票

　仕事や旅行などの長期の不在などで投票日に投票ができない方や都道府県選挙管理委員会が指定する病院または老人ホー
ムなどに入所されている方は、事前に手続きをすることで不在者投票をすることができます。

▶郵便などによる不在者投票

　身体障害者手帳・戦傷病者手帳・介護保険の被保険者証を交付されている方で、その障がいの区分が下の表に該当する場
合には、郵便により自宅で投票することができます。郵便投票をする際には、「郵便投票証明書」が必要になりますので、
お早めに選挙管理委員会に申し出て交付を受けてください。

▶開票

　投票日当日の 20：00から利根町役場１階イベントホールにて開票を行います。

▶問い合わせ

　利根町選挙管理委員会（役場総務課内）　☎６８－２２１１（内線３１６）

▶投・開票速報

　投・開票の速報および結果については、町公式ホームページに掲載します。

障　が　い　名 身体障害者手帳 戦傷病者手帳

両下肢、体幹 １級・２級 特別項症・第 1項症・第２項症

移動機能の障害 １級・２級 ―

心臓、じん蔵、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 １級・３級 特別項症・第 1項症・第２項症・第３項症

肝臓 １級・２級・３級 特別項症・第 1項症・第２項症・第３項症

免疫の障害 １級・２級・３級 ―

介護保険の被保険者証

要介護状態区分 要介護５

障　が　い　名 身体障害者手帳 戦傷病者手帳

上肢、視覚 1級 特別項症から第２項症まで

※�郵便などによる不在者投票の対象者で、かつ下記の表に該当する方は、代理記載制度を利用することができます。

茨城県知事選挙 投票日：９月７日（日）
投票時間：7：00 ～ 18：00

 ▶期日前投票  　○ 期　間：８月 22 日（金）～９月６日（土）
　　　　　　　　○ 時　間：８：30 ～ 20：00
　　　　　　　　○ 場　所：利根町役場１階多目的ホール
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暮らしの情報欄

・不足額給付要件②
　以下の１から４の全ての要件を満たす方
　１．�令和６年分所得税額および令和６年度個人住民税所得割がともに定額減税前税額が０円の方（本人として定額減税対象外の

方）
　２．�税制度上、「扶養親族」の対象外であり、扶養親族などとして定額減税対象外の方（例：所得４８万円超の方や事業専従者）
　３．�低所得者向け給付（注１）の対象世帯主または世帯員に該当していない方
　４．�令和６年中に実施した調整給付の対象となっていない方（支給対象者の控除対象配偶者または扶養親族として加算される者

を含む。）
（注１）低所得世帯向け給付とは下記の給付を指します。
　・令和５年度非課税世帯への給付（７万円）
　・令和５年度に均等割のみ課税世帯への給付（１０万円）
　・令和６年度に新たに非課税または均等割のみ課税となった世帯への給付（１０万円）

・その他「地域の実情によりやむを得ないと内閣府が認める場合」（注２）に該当した場合は、対象となる可能性あります。
（注２）ア・イ・ウのいずれかに該当し、低所得者向け給付（注１）の対象世帯主または世帯員に該当していない方。
ア．�令和５年所得において、扶養親族として住民税の定額減税の対象になったものの、令和６年所得において合計所得金額が

４８万円を超える方または青色事業専従者など（税制度上「扶養親族」から外れてしまう方）であったため、扶養親族として
所得税の定額減税の対象から外れてしまった場合

イ．�令和５年所得において、合計所得金額が４８万円を超える方または青色事業専従者などであったため、扶養親族として住民税
の定額減税の対象から外れてしまったものの、令和６年所得において合計所得金額４８万円以下であったことから、扶養親族
として所得税の定額減税の対象になった場合

ウ．�令和５年所得において合計所得金額が４８万円を超える方または青色事業専従者などで、本人として調整給付の給付対象者で
あり、令和６年所得においても、引き続き、合計所得金額が４８万円を超える方または青色事業専従者などであるものの、本
人としても扶養親族としても所得税の定額減税の対象から外れてしまった場合

○給付金額
　１人当たり原則４万円（注３）
（注３）・令和６年１月１日時点で国外居住者であった場合などは３万円
　　　・地域の実情によりやむを得ないと内閣府が認める場合に該当し支給対象となる場合は、３万円以内の個別の金額
〇対象者への発送および支給時期
１．�当町が、対象となる方の口座（調整給付を受給済または公金受取口座などを登録済）を把握している場合は、令和７年８月中

旬に、不足額給付に関するお知らせ（ハガキ）を発送予定です。
２．�当町で、対象となる方の口座を把握していない場合は、令和７年８月中旬に、不足額給付に関するお知らせ（封書）を発送予

定です。
３．�令和６年中に当町へ転入し、令和６年度住民税課税団体が当町と異なる場合は、令和７年９月以降に対象と思われる方へ、不

足額給付に関するお知らせ（封書）を発送予定です。
４．対象と思われる方で通知が届かない場合は、９月以降に税務課町民税係までお問い合わせください。
　不足額給付に関するお知らせ（封書）が届いた方は不足額給付に関するお知らせ（封書）が届いた方は、、記載内容記載内容をを確認のうえ確認のうえ、、必要事項を記入し必要事項を記入し、、本人確認書類本人確認書類などなどとあわせてとあわせて
１０月３１日（金）までに返送１０月３１日（金）までに返送してしてください（※消印有効）。ください（※消印有効）。期間内に返送されない場合は、給付を辞退したものとみなし、給付
金が支給されなくなりますのでご注意ください。
　不足額給付に関するお知らせ（封書）の返送を受理後、審査の上、順次、給付金を指定口座に振り込みいたします。
※受理した日から約３～４週間後が給付時期の目安です。

▶問い合わせ
　税務課　町民税係　☎６８－２２１１（内線２０３）

定額減税補足給付金（不足額給付）について定額減税補足給付金（不足額給付）について
　不足額給付とは、令和６年度に実施した定額減税および調整給付について、令和６年分所得税確定などに伴い、既に給付した調
整給付金に不足が生じた方などに、補足給付を行うものです。

▶不足額給付の対象となる方
　令和７年１月１日時点で町内に在住の方で、次の不足額給付要件①、②またはその他に該当する方が対象となります。
　ただし、納税義務者本人の合計所得金額が１, ８０５万円を超える場合や、亡くなっている方は対象外です。
※不足額給付要件②またはその他に該当すると思われる方は、総務課町民税係まで問い合わせください
・不足額給付要件①
　令和５年分所得などを基にした推計額（令和６年分推計所得税額）を用いて調整給付を算定したことなどにより、令和６年分所
得税および定額減税の実績額などが確定したのちに、本来給付すべき所要額と調整給付額との間で差額が生じた方。
○給付金額
本来給付すべき所要額（下図A）と当初給付時（令和６年）所要額（下図 B）との差額（下図C）

※定額減税可能額は以下の計算式により算出します。
　所得税分：（本人+扶養親族）× 30,000 円
　住民税分：（本人+扶養親族）× 10,000 円

○対象者の例
例１）�令和５年中の所得に比べて、令和６年中の所得が

減少したことにより、「令和６年分推計所得税額
（令和５年分所得税額）」よりも「令和６年分所得
税額（令和６年所得）」が少なくなった方

例２）�子供の出生などにより、扶養親族などが令和６年
中（令和６年１月１日から令和６年１２月３１日）
に増加したことにより、「所得税分定額減税可能
額（調整給付時）」よりも「所得税分定額減税可
能額（不足額給付時）」が多くなった方
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町
で
は
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
、
建
て

替
え
ま
た
は
建
売
住
宅
（
建
築
確
認
日
か

ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
住
宅
）
を
購

入
さ
れ
た
方
に
対
し
、
住
宅
取
得
に
要
し

た
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

新
築
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
助
成
金　
　
最
大
55
万
円
を
助
成

▼�

申
請
期
限　
住
宅
取
得
に
伴
う
登
記
の

日
か
ら
１
年
以
内

▼
申
請
締
め
切
り
日　
10
月
31
日
㈮

▼
助
成
金
額　
25
万
円

※�

左
記
加
算
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
助
成
金
に
加
算
し
ま
す
。

　

�（
助
成
金
の
交
付
は
、同
一
申
請
者
（
同

居
人
も
含
む
）
に
対
し
て
１
回
限
り
と

し
ま
す
。）

加算要件 加算金額

中学生以下の子どもと
同居する世帯

５万円／１人
（上限 15万円）

転入世帯※ 10万円

テレワークにより
勤務を行う転入世帯 ５万円

※下記フロー図参照

●住宅取得後に転入する場合
申請者または配偶者の方が、転入
日前１年以上利根町の住民でない

加算要件に
該当します

はいはい

加算要件に
該当しません

いいえいいえ

　本助成金の申請には所定の要件がありま
す。詳細につきましては、町公式ホームペー
ジをご覧になるか、政策企画課地域振興係
まで問い合わせください。

▶問い合わせ　政策企画課　地域振興係　☎６８－２２１１（内線３３３）　Email：chiiki@town.tone.lg.jp

●住宅取得前に町内に居住している場合
（例：利根町内の仮住まいに転入した後、新築住宅を取得して転居したなど）

助成金の交付を受けようとする方（以下「申請者」）
またはその配偶者の方が、転入日前１年以上利根町の住民でない

はいはい いいえいいえ

いいえいいえ

転入日から１年以内に住宅を取得している

はいはい

加算要件に
該当しません

加算要件に該当しません加算要件に該当します

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
「
第
１
回
公
開
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
！！

▼
申
し
込
み
期
間　
８
月
８
日
㈮
～
29
日
㈮

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

▼
定
員　
20
名

※�

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
モ
、
筆
記
用
具
、
運

動
靴
（
室
内
で
使
用
）、
タ
オ
ル
、 

飲
み

物
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

自
転
車
・
バ
イ
ク
で
お
越
し
の
方
は
、 

第
1

キ
ャ
ン
パ
ス
駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

車
で
お
越
し
の
方
は
、第
１
キ
ャ
ン
パ
ス
、 

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※�

当
講
座
に
お
い
て
、
け
が
、
疾
病
、
そ
の

他
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
参
加
者

ご
自
身
の
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
度
は
「
公
開
講
座
」
を
年
４

回
開
催
予
定
（
石い

し
だ
よ
し
え

田
良
恵
氏
10
月
・
3
月
、

薗そ
の
べ
ま
さ
と

部
正
人
氏
９
月
・
１
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
政
策
企
画
課　
地
域
振
興
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
３
７
）

　
大
学
と
町
と
の
連
携
事
業
と
し
て
、
日
本

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
「
公
開
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
！

▼
日
時　
9
月
２
日
㈫　

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼�

場
所　
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学

第
1
キ
ャ
ン
パ
ス　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル

　
（
体
育
館
横
）

▼
講
師　
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学

　
准
教
授　
薗そ

の
べ部　

正ま
さ
と人

氏

▼�

講
座
内
容
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
の
健
康

運
動
」（
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活
の

た
め
に
）

・�

理
論

　
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
自
立
し
た
生
活
を

送
り
た
い
と
考
え
る
こ
と
は
、
全
て
の
人
の

願
い
で
す
。
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
適
度
な
運
動
が
必
要
で
す
。
そ
れ
で

は
、
適
度
な
運
動
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
理
論
で
は
、
身
体
の
組
成
や
有
酸
素

性
運
動
の
理
論
や
必
要
性
を
説
明
し
、
実
際

に
生
活
の
中
で
そ
れ
ら
を
実
践
で
き
る
よ
う

解
説
し
ま
す
。

・�

実
技

　

現
在
の
自
分
の
体
組
成
を
認
識
し
ま
す
。

（
簡
単
な
測
定
を
実
施
）

　
自
立
し
た
生
活
に
必
要
な
簡
単
な
体
操
や

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
効
果
的

な
運
動
実
践
へ
の
理
解
と
、
体
力
の
低
下
を

緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

暮らしの情報欄

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
」
と
い
っ
た
、
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
企
画
立
案
し
て
い
た
だ
く
「
住

民
提
案
型
事
業
」
と
、
町
が
特
定
の
課
題
な
ど

を
提
案
し
た
も
の
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
企
画

立
案
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
「
行
政
提
案

型
事
業
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
募
集
す
る
事
業
は
、「
住
民
提
案
型
事

業
」
で
す
。
提
案
内
容
は
自
由
で
す
。

▼
事
業
実
施
期
間

　
令
和
８
年
４
月
～
令
和
９
年
３
月
末
日

▼�

応
募
団
体
の
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
団
体
に
限
り
ま
す
。

①�

主
た
る
活
動
の
場
が
町
内
に
あ
る
こ
と
。

②�

５
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
、
そ
の
過
半

数
が
町
内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
し

て
い
る
こ
と
。

③�

団
体
の
代
表
者
お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
、

会
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

※�

団
体
と
は
、「
町
民
活
動
団
体
」（
住
民
が

自
由
な
意
思
で
集
ま
り
、
自
ら
定
め
た
規

範
に
従
っ
て
町
民
活
動
を
行
う
団
体
）
を

い
い
ま
す
。
行
政
区
や
自
治
会
な
ど
の
、

一
定
地
域
に
居
住
し
て
い
る
人
々
の
集
団

は
除
き
ま
す
。

▼�

補
助
金

●
住
民
提
案
型
事
業
ス
タ
ー
ト
型

　
１
年
限
り　
上
限
５
万
円

※�

右
記
の
応
募
団
体
の
要
件
に
加
え
、
設
立

か
ら
３
年
以
内
の
団
体
が
実
施
す
る
事
業

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※�

補
助
対
象
経
費
と
し
て
、
備
品
の
購
入
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

※�

同
一
年
度
に
お
い
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
型

と
の
併
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

●�

住
民
提
案
型
事
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ｉ
型

　
１
～
３
年
目　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の

10
（
１
年
間
あ
た
り
上
限
20
万
円
）

※�

ス
タ
ー
ト
型
の
対
象
と
な
る
団
体
で
あ
っ

て
も
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ⅰ
型
か
ら
申
請

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

※
備
品
の
購
入
は
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

●�

住
民
提
案
型
事
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ⅱ
型

　
４
～
５
年
目　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
（
１
年
間
あ
た
り
上
限
10
万
円
）

※�

「
住
民
提
案
型
事
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ⅰ

型
」
と
し
て
３
年
間
の
補
助
を
受
け
た
事

業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼�

事
業
提
案
の
募
集
期
間　

　
９
月
30
日
㈫
ま
で

▼�

必
要
書
類

　
事
業
提
案
書
お
よ
び
事
業
計
画
な
ど
の
提

出
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
『
令
和
８
年
度
住

民
協
働
事
業
募
集
要
項
』
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
『
募
集
要
項
』
お
よ
び
『
申
請
書
類
一
式
』

は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
政
策
企
画
課
、

利
根
町
健
康
増
進
等
複
合
施
設
・
文
化
セ
ン

タ
ー
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
布
川
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
・
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
経
費

補
助
対
象
経
費
は
、「
報
償
費
」・「
人
件
費
」・

「
旅
費
」・「
印
刷
製
本
費
」・「
食
糧
費
」・「
通

信
運
搬
費
」・「
保
険
料
」・「
使
用
料
及
び
賃

借
料
」・「
業
務
委
託
料
」・「
そ
の
他
」
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
各
項
目
に
お
い
て
内
容

に
よ
り
対
象
外
に
な
る
経
費
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ス
タ
ー
ト
型
の
み
備
品
の
購
入
も

認
め
ら
れ
ま
す
。
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ｉ
型
お

よ
び
Ⅱ
型
で
は
備
品
の
購
入
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
審
査
会

　
提
出
さ
れ
た
事
業
提
案
書
な
ど
に
基
づ
き

「
利
根
町
住
民
協
働
事
業
審
査
会
」
に
て
審

査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
審
査
に
際
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

Ⅰ
型
の
提
案
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
提
案

団
体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
審
査
会
で
は
、
事
業
提
案
書
な
ど
の
書
類

審
査
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ス

タ
ー
ト
型
は
書
類
審
査
の
み
）
の
結
果
に
よ

り
、
事
業
の
採
択
ま
た
は
不
採
択
を
決
定
し

ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ

　
政
策
企
画
課　
地
域
振
興
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
３
７
）

　

こ
れ
ま
で
は
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
が

提
案
す
る
も
の
」
と
い
っ
た
考
え
方
が
あ
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
行
政
が
提
案
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
が
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
形

に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
な
ど
に
対

応
で
き
る
、住
民
が
主
体
と
な
っ
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
公
共
的
な
課
題
の
解
決
ま
た

は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
で
、「
自

分
た
ち
な
ら
こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
よ
り
良
い

�

●
住
民
協
働
事
業
と
は

●
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

※�

交
流
人
口
：
地
域
交
流
、
観
光
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
を
持
っ
て
町
を
訪
れ
る
人

右
記
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
た
事
業
を
対
象

と
し
ま
す

令
和
8
年
度
利
根
町
住
民
協
働
事
業
（
住
民
提
案
型
事
業
）
を
募
集
し
ま
す

実現性
実施前提

協働の効果
住民満足度

先駆性
発展性

公益性
必要性

提
案
団
体
が
計
画
書
ど
お
り
に
実

現
す
る
こ
と
が
可
能
な
事
業

協
働
に
よ
り
相
乗
効
果
が
期
待
で

き
、ま
た
、住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
事
業
で
あ
り
、
住
民
の
満
足
度

が
得
ら
れ
る
事
業

工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
、
交
流

人
口
※
の
拡
大
や
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
事
業

団
体
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る

事
業
で
あ
り
、
地
域
課
題
の
解
決

や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
事
業



　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
、
８
月
29
日
㈮
ま
で
に

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
現
況
届

の
用
紙
な
ど
は
、
７
月
末
に
郵
送
し
ま
し

た
。）

　
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、
支
給
額
が
見
直

し
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
監
護
す
る
児
童
お
よ
び
父
ま
た
は

母
が
、
養
育
費
用
と
し
て
受
け
取
る
金
品
な

ど
は
、
そ
の
８
割
が
所
得
と
し
て
加
算
さ
れ

ま
す
の
で
「
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書
」
に

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

届
出
が
な
い
場
合
、
11
月
以
降
の
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成

さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

受
給
に
は
子
育
て
支
援
課
へ
の
申
請
（
認

定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童
お
よ
び
心
身
に
お
お
む
ね

中
度
以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
場
合
は
20
歳

未
満
）、
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
父
・
母
ま
た
は
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
（
養
育
者
）

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・�

父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状

態
に
あ
る
児
童

・�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
・�

父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
も
し
く
は

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
た
児
童

・�

母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
と
き
の
事
情
が
不

明
で
あ
る
児
童

※�
次
の
よ
う
な
場
合
、対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

・�
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た

り
、
里
親
に
預
け
ら
れ
た
と
き

・�

父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が
婚
姻
の
届
出
は

し
な
く
て
も
、
事
実
上
の
婚
姻
関
係
（
内

縁
関
係
な
ど
）
が
あ
る
と
き

※�

右
記
以
外
に
も
手
当
の
対
象
と
な
ら
な
い

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
制
限

　
手
当
を
受
け
る
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
11
月
か
ら

翌
年
の
10
月
ま
で
）
は
、
手
当
の
全
部
ま
た

は
一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※�

詳
細
な
金
額
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

�

ま
た
、
所
得
に
は
、
前
年
に
父
ま
た
は
母

お
よ
び
児
童
が
受
け
取
っ
た
養
育
費
の
８

割
が
合
算
さ
れ
ま
す
。

　

�

な
お
、
扶
養
義
務
者
（
同
居
の
直
系
血
族

お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）
な
ど
の
所
得
に
よ
る

▼
公
的
年
金
給
付
と
の
併
給

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
や
対
象
児

童
が
公
的
年
金
給
付
な
ど
を
受
給
で
き
る
場

合
お
よ
び
対
象
児
童
が
公
的
年
金
の
加
算
対

象
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
受
給
額
お

よ
び
加
算
額
の
月
額
が
児
童
扶
養
手
当
月
額

（
所
得
制
限
後
の
額
）
よ
り
低
け
れ
ば
、
そ

の
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
、

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
が
障
害
年
金
の
子

の
加
算
部
分
の
額
を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差

額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象
に
該
当
す
る

方
で
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
左
記
問

い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
の
上
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

　
子
育
て
支
援
課　
子
ど
も
福
祉
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
４
5
）

所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

▼
手
当
額
（
月
額
）

　
受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
や
母

な
ど
）
が
監
護
・
養
育
す
る
児
童
の
数
や
受

給
資
格
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま

す
。
令
和
7
年
４
月
か
ら
、
左
記
の
と
お
り

手
当
額
（
月
額
）
が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給
：
４
万
６
６
９
０
円

一
部
支
給
：
４
万
６
６
８
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
１
０
１
０
円

○
児
童
２
人
以
上
の
場
合

・
２
人
目

全
部
支
給
：
５
万
７
７
２
０
円

一
部
支
給
：
５
万
７
７
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
６
５
３
０
円

・
３
人
目

全
部
支
給
：
６
万
８
７
５
０
円

一
部
支
給
：
６
万
８
７
２
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
２
０
５
０
円

▼
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
受
給
資
格
者
お
よ

び
該
当
す
る
児
童
の
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要

で
す
。

※�

申
請
理
由
や
世
帯
状
況
な
ど
に
よ
り
必
要

な
書
類
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
子
育

て
支
援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届　
８
月
２９
日
㈮
ま
で
に
提
出
を
‼
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暮らしの情報欄

龍ケ崎地方衛生組合の財政状況

※出納整理期間が５月３１日までとなっていますので、収入・支出済額欄は確定額ではありません。

歳　入 歳　出
項　目 予算額 収入済額 項　目 予算額 支出済額

分担金及び負担金 391,349 391,349 議 会 費 3,258 3,048
使用料及び手数料 22,196 20,172 総 務 費 57,737 55,496
財 産 収 入 81 80 衛 生 費 392,775 282,932
繰　　 入　　 金 9,930 9,930 予 備 費 8,154 0
繰　　 越       金 38,075 38,075
諸　　 収       入 293 355
歳 入 合 計 461,924 459,961 歳出合計 461,924 341,476
収 入 率 99.58% 支 出 率 73.92%

令和６年度下半期（10月～３月）の財政事情書（令和７年３月 31日現在）

▶�令和６年度一般会計執行状況 単位：千円
▶組合所有財産の状況
土 地 32,812㎡
建 物 8,192㎡
車 両 5台
基 金 積 立 金 253,754 千円

▶組合債現在高の状況
　一般廃棄物処理事業債　0円

▶問い合わせ
　龍ケ崎地方衛生組合　総務課
　☎０２９７－６４－１１４４歳　入 歳　出

項　目 金  額 割合 (％ ) 項　目 金  額 割合（％）
分担金及び負担金 390,367 93.44 議 会 費 4,824 1.15
使用料及び手数料 21,984 5.26 総 務 費 59,967 14.35
財 産 収 入 331 0.08 衛 生 費 342,979 82.10
繰 越 金 5,000 1.20 予 備 費 10,000 2.39
諸 収 入 88 0.02
歳 入 合 計 417,770 100.00 歳出合計 417,770 100.00

▶�令和７年度一般会計当初予算の状況 単位：千円

※出納整理期間が５月３１日までとなっていますので、収入・支出済額欄は確定額ではありません。

歳　入 歳　出
項　目 予算額 収入済額 項　目 予算額 支出済額

分担金及び負担金 1,183,438 1,183,438 議 会 費 2,279 1,601
使用料及び手数料 161,201 159,025 総 務 費 101,451 77,303
財 産 収 入 136 63 衛 生 費 1,439,425 804,370
繰 入 金 117,014 915 公 債 費 117,021 117,017
繰 越 金 116,471 116,472 予 備 費 3,000 0
諸 収 入 84,916 83,322
歳 入 合 計 1,663,176 1,543,235 歳出合計 1,663,176 1,000,291
収 入 率 92.79% 支 出 率 60.14%

令和 6年度下半期（10月～３月）の財政事情書（令和７年３月 31日現在）

▶�令和 6年度一般会計執行状況 単位：千円
▶組合所有財産の状況
土 地 131,347.0㎡
建 物 19,679.8㎡
車 両 9台
基 金 積 立 金 217,471 千円

▶組合債現在高の状況
一般廃棄物処理事業債　760,858 千円

▶問い合わせ
　龍ケ崎地方塵芥処理組合
　管理課総務G
　☎０２９７－６０－１７７７

歳　入 歳　出
項　目 金額 割合（%） 項　目 金額 割合（%）

分担金及び負担金 1,315,938 83.49 議 会 費 2,605 0.16
使用料及び手数料 161,579 10.25 総 務 費 78,008 4.95
財 産 収 入 347 0.02 衛 生 費 1,375,726 87.28
繰 入 金 0 0 公 債 費 116,920 7.42
繰 越 金 10,000 0.63 予 備 費 3,000 0.19
諸 収 入 88,395 5.61
歳 入 合 計 1,576,259 100.00 歳出合計 1,576,259 100.00

▶�令和７年度一般会計当初予算の状況 単位：千円

龍ケ崎地方塵芥処理組合の財政状況



暮らしの情報欄

▶申し込み先・問い合わせ
　政策企画課　情報政策係　☎６８－２２１１（内線３３５）

A
コ
ー
ス　
　

・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
※
の

利
用
方
法　

・�

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
方
法
（
ア
プ
リ
で
病

気
や
け
が
の
緊
急
度
判

定
を
し
て
み
よ
う
）

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
安

全
な
使
い
方

B
コ
ー
ス

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
定

申
告
（
e
‐
T
a
x
）

を
し
よ
う

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
方
法
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

使
っ
て
み
よ
う
）

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
年

金
の
情
報
を
確
認
し
よ

う(

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト)

C
コ
ー
ス

・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
※
の

利
用
方
法

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
方
法（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

使
っ
て
み
よ
う
）

・�

通
話
相
手
の
声
を
文
字

に
す
る
電
話
ア
プ
リ
を

使
っ
て
み
よ
う

※マイナポータル：マイナンバーカードを利用して、オンラインで行政サービスを受けたり、自分の情報を確認できる政府運営のウェブサイト

D
コ
ー
ス

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確

定
申
告（
e
‐
T
a
x
）

を
し
よ
う

・�

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
方
法
（
ア
プ
リ
で
病

気
や
け
が
の
緊
急
度
判

定
を
し
て
み
よ
う
）

・�

生
成
A
I
を
使
っ
て
み

よ
う

利
根
町
初
心
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
老
後
へ
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？

　
年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
準
備
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
農
業
経
営
の
引
退
後
も
十
分

な
収
入
を
確
保
し
て
安
心
し
た
老
後
を
送
る
た
め

に
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
た
年
金
の
受
給
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

▼
農
業
者
年
金
の
加
入
資
格
者

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料
納
付

免
除
者
を
除
く
）
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

※�

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
も
加
入
で

き
ま
す
。

▼
メ
リ
ッ
ト

・�

途
中
脱
退
も
再
加
入
も
可
能
で
す

　
な
お
、
支
払
い
が
厳
し
く
一
時
停
止
な
ど
を
し

た
場
合
は
、
脱
退
一
時
金
と
し
て
で
は
な
く
、
将

来
、
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

・�

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式
、
確
定
拠
出

型
で
す

��　
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
方
の
数
や
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
数
の
影
響
を
受
け
な
い
、
安
定

し
た
制
度
で
す
。

・�

通
常
加
入
の
保
険
料
は
自
由
に
選
択
で
き
、
加

入
後
い
つ
で
も
変
更
で
き
ま
す

��　
月
額
２
万
円
（
35
歳
未
満
で
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
は
１
万
円
）
か
ら
６
万
７
０
０
０
円
ま
で

の
間
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

・�

ず
っ
と
一
定
の
収
入
が
確
保
で
き
る
終
身
年
金

で
す

�　
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
死
亡
一

時
金
と
し
て
ご
遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。

・�

税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
る
た
め
、
所
得
税
・

住
民
税
な
ど
の
節
税
に
な
り
ま
す

���　
保
険
料
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
将
来
受
け
取
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・�

認
定
農
業
者
な
ど
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

�　
農
業
の
担
い
手
育
成
・
支
援
の
た
め
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
方
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
全

国
農
業
会
議
所
が
発
行
す

る
週
刊
の
農
業
総
合
専
門

紙
で
す
。

　

全
国
の
農
業
委
員
会
組

織
の
活
動
、
地
方
の
農
政・

農
業
問
題
、
経
営
に
役
立

つ
最
新
情
報
な
ど
、
地
域

の
身
近
な
話
題
を
カ
ラ
ー

の
紙
面
で
見
や
す
く
ま
と

知
っ
て
得
す
る
農
業
者
年
金　
安
心
で
豊
か
な
老
後
を

め
て
あ
り
ま
す
。

　
旬
の
食
材
を
使
用
し
た
簡
単
レ
シ
ピ
や
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
コ
ー
ナ
ー
、
農
政
マ
ン
ガ
や
コ
ラ
ム
な

ど
、
楽
し
め
る
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
発
行
日
】
毎
週
金
曜
日

【
購
読
料
】
月
７
０
０
円

▼�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
利
根
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
４
３
6
）

1415 令和 7年 8月（No.737）令和 7年 8月（No.737）

▼
対 

象 

者　
　
町
内
在
住
の
方

▼
費　
　
用　
　
無
料

▼
会　
　
場　
　
利
根
町
役
場　
５
階
A
会
議
室

▼
定　
　
員　
　
各
枠
８
名

▼
申
込
方
法　
　

�

電
話
ま
た
は
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り

※
先
着
順（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
申
込
期
間　
　
９
月
1
日
㈪
～
10
月
31
日
㈮

▼
電
話
受
付
時
間  

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
要
件

　
保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
の
加
入
期
間
を
含
む
）
と
保
険
料

免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が
10

年
以
上
あ
る
場
合
に
受
給
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
60
歳
ま
で
に
受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
65
歳
ま
で
の
方
な

ら
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
令
和
７
年
度
の
年
金
額

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
保
険
料
を

満
額
納
め
た
場
合

　
8３
万
１
７
０
０
円（
月
額
６
万
９
３
０
８
円
）

※�

保
険
料
を
納
め
た
月
数
で
年
金
額
が
変
わ

る
た
め
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間

が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

▼
請
求
手
続
き

①�

65
歳
の
誕
生
日
の
約
３
カ
月
前
に
、
日
本

年
金
機
構
ま
た
は
共
済
組
合
な
ど
か
ら
年

金
の
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
お
よ
び
年
金

請
求
書
が
事
前
送
付
さ
れ
ま
す
。

・
受
給
開
始
は
原
則
65
歳
か
ら

　

�

ご
希
望
の
方
は
、
年
金
を
受
け
取
る
年
齢

に
応
じ
た
「
繰
上
げ
受
給
」
や
「
繰
下
げ

受
給
」
が
で
き
ま
す
。

・��

繰
上
げ
受
給

　

�

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
繰
り

上
げ
て
受
給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

・
繰
下
げ
受
給

　

�

66
歳
以
降
に
繰
り
下
げ
て
受
給
で
き
ま

す
。
な
お
、
年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

※�

い
ず
れ
も
、
一
度
決
め
た
減
額
率
や
増
額

率
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
浦
年
金
事
務

所
ま
た
は
保
険
年
金
課
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※�

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
加
入

し
て
い
た
共
済
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②�

「
年
金
請
求
書
」を
土
浦
年
金
事
務
所
に
提
出

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
給
開
始
年
齢
の

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
添
付
書
類
は
、
配
偶
者
の
有
無
や
年
金
加

入
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
年
金

請
求
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
、
土
浦
年
金
事
務
所
・
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
事
務
所
の
予
約
に
つ
い
て

　

年
金
事
務
所
へ
の
来
訪
相
談
や
年
金
請
求

に
関
す
る
手
続
き
は
、予
約
が
必
要
で
す
。「
予

約
受
付
専
用
電
話
」
に
て
予
約
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・
土
浦
年
金
事
務
所　
お
客
様
相
談
室

　
（
土
浦
市
小
松
１
‐
３
‐
33
ハ
ト
リ
ビ
ル

　
１
・
２
階
）

　

�

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
１
１
７
０
／
自
動

音
声
に
従
っ
て
【
１
】
の
あ
と
に
【
２
】

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

・
予
約
受
付
専
用
電
話

　

�

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・�

保
険
年
金
課　
医
療
年
金
係　

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
７
）

　
年
金
加
入
期
間
が
国
民
年
金
【
第
１
号
被

　
保
険
者
】
の
み
の
方

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
の
加
入
者

で
あ
っ
た
方
の
老
後
の
保
障
と
し
て
、
原
則

65
歳
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

時間 11 月４日（火） 11 月５日（水） 11 月６日（木）

10：00 ～ 13：10 A コース C コース B コース

14：00 ～ 17：10 B コース D コース A コース

時間 11 月 11 日（火） 11 月 12 日（水） 11 月 13 日（木）

10：00 ～ 13：10 D コース A コース C コース

14：00 ～ 17：10 C コース B コース D コース

時間 11 月 18 日（火） 11 月 19 日（水）

10：00 ～ 13：10 D コース B コース

14：00 ～ 17：10 C コース A コース

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
不
安
を
感
じ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
総
務
省
が
推
進
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
」
を
活

用
し
て
、
無
料
の
ス
マ
ホ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
経
験
豊
富
な
講
師
が
丁
寧
に
教
え
ま
す
！

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
結
果
を
放

置
す
る
か
活
か
す
か
で
、
そ
の
後
の
人
生
が

大
き
く
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！！

　
健
診
結
果
を
活
か
し
て
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
を
し
ま
せ

ん
か
？

　
「
放
置
派
」
の
未
来
に
は
、
こ
ん

な
恐
ろ
し
い
こ
と
が
・
・
・

○�

50
代
・
A
男
さ
ん
の
場
合

健
診
で
肥
満
、
運
動
不
足
、
血
圧
が
高
め

と
指
摘
さ
れ
る

徐
々
に
腎
機
能
が
落
ち
、
血
糖
値
も
高
く

な
る
が
、
自
覚
症
状
が
な
か
っ
た
た
め
放

置
し
た

あ
る
日
突
然

　
意
識
不
明
・
救
急
搬
送
！！

　
高
血
圧
は
動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ
、
そ
の

弊
害
は
全
身
に
お
よ
び
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

手
遅
れ
に
な
る
前
に
あ
な
た
も「
活
か
す
派
」

に
！

▼
健
診
を
受
け
た
皆
さ
ま
へ

　
健
診
結
果
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
ら
、
必

ず
開
封
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診
結
果
は
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ
、
今
後

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な
情
報
で

す
。

　
特
に
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
方
に
は
、「
個
別

相
談
会
の
お
知
ら
せ
」を
同
封
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
を
ご
確
認
の
上
、
忘
れ
ず
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

個
別
相
談
会
は
参
加
費
無
料
で
す
！

　
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
皆

さ
ま
の
ご
要
望
な
ど
を
伺
い
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
で
き
る
改
善
プ
ラ
ン
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。
献
立
メ
ニ
ュ
ー
を
は
じ
め
、
ア
イ
デ

ア
満
載
の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
を
し

ま
す
の
で
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
健
康
寿
命
を
伸
ば
せ
る
か
ど
う
か

は
あ
な
た
次
第
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

保
険
年
金
課　
後
期
医
療
係　

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
８
）

　
老
後
へ
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？

　
年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
準
備
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
農
業
経
営
の
引
退
後
も
十
分

な
収
入
を
確
保
し
て
安
心
し
た
老
後
を
送
る
た
め

に
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
た
年
金
の
受
給
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

▼
農
業
者
年
金
の
加
入
資
格
者

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料
納
付

免
除
者
を
除
く
）
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

※�

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
も
加
入
で

き
ま
す
。

▼
メ
リ
ッ
ト

・�

途
中
脱
退
も
再
加
入
も
可
能
で
す

　
支
払
い
が
厳
し
く
一
時
停
止
な
ど
を
し
た
場
合

は
、
脱
退
一
時
金
と
し
て
で
は
な
く
、
将
来
、
年

金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

・�

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式
、
確
定
拠
出

型
で
す

��

　
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
方
の
数
や
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
数
の
影
響
を
受
け
な
い
、
安
定

し
た
制
度
で
す
。

・�

通
常
加
入
の
保
険
料
は
自
由
に
選
択
で
き
、
加

入
後
い
つ
で
も
変
更
で
き
ま
す

��

　
月
額
２
万
円
（
35
歳
未
満
で
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
は
１
万
円
）
か
ら
６
万
７
０
０
０
円
ま
で

の
間
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

・�

ず
っ
と
一
定
の
収
入
が
確
保
で
き
る
終
身
年
金

で
す

�

　
８0
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
死
亡
一

時
金
と
し
て
ご
遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。

・�

税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
る
た
め
、
所
得
税
・

住
民
税
な
ど
の
節
税
に
な
り
ま
す

���

　
保
険
料
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
将
来
受
け
取
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・�

認
定
農
業
者
な
ど
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

�

　
農
業
の
担
い
手
育
成
・
支
援
の
た
め
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
方
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
全

国
農
業
会
議
所
が
発
行
す

る
週
刊
の
農
業
総
合
専
門

紙
で
す
。

　
全
国
の
農
業
委
員
会
組

織
の
活
動
、
地
方
の
農
政・

農
業
問
題
、
経
営
に
役
立

つ
最
新
情
報
な
ど
、
地
域

の
身
近
な
話
題
を
カ
ラ
ー

の
紙
面
で
見
や
す
く
ま
と

知
っ
て
得
す
る
農
業
者
年
金
　
安
心
で
豊
か
な
老
後
を

め
て
あ
り
ま
す
。

　
旬
な
食
材
を
使
用
し
た
簡
単
レ
シ
ピ
や
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
コ
ー
ナ
ー
、
農
政
マ
ン
ガ
や
コ
ラ
ム
な

ど
、
楽
し
め
る
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
発
行
日
】
毎
週
金
曜
日

【
購
読
料
】
月
７
０
０
円

▼ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
利
根
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
6８
‐
２
２
１
１
（
内
線
４
３
6
）
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特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
結
果
を
放

置
す
る
か
活
か
す
か
で
、
そ
の
後
の
人
生
が

大
き
く
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！！

　
健
診
結
果
を
活
か
し
て
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
を
し
ま
せ

ん
か
？

　「
放
置
派
」
の
未
来
に
は
、
こ
ん

な
恐
ろ
し
い
こ
と
が
・
・
・

○�

50
代
・
A
男
さ
ん
の
場
合

　
健
診
で
肥
満
、
運
動
不
足
、
血
圧
が
高
め
と
指

　
摘
さ
れ
る

　

�

徐
々
に
腎
機
能
が
落
ち
、
血
糖
値
も
高
く
な
る

が
、
自
覚
症
状
が
な
か
っ
た
た
め
放
置
し
た

あ
る
日
突
然

　意
識
不
明
・
救
急
搬
送
！！

　
高
血
圧
は
動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ
、
そ
の

弊
害
は
全
身
に
お
よ
び
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

手
遅
れ
に
な
る
前
に
あ
な
た
も「
活
か
す
派
」

に
！

▼
健
診
を
受
け
た
皆
さ
ま
へ

　
健
診
結
果
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
ら
、
必

ず
開
封
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診
結
果
は
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ
、
今
後

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な
情
報
で

す
。

　
特
に
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
方
に
は
、「
個
別

相
談
会
の
お
知
ら
せ
」を
同
封
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
を
ご
確
認
の
上
、
忘
れ
ず
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

個
別
相
談
会
は
参
加
費
無
料
で
す
！

　
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
皆

さ
ま
の
ご
要
望
な
ど
を
伺
い
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
で
き
る
改
善
プ
ラ
ン
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。
献
立
メ
ニ
ュ
ー
を
は
じ
め
、
ア
イ
デ

ア
満
載
の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
を
し

ま
す
の
で
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
健
康
寿
命
を
伸
ば
せ
る
か
ど
う
か

は
あ
な
た
次
第
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

保
険
年
金
課
　
後
期
医
療
係
　

　
☎
6８
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
８
）



　
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
出
来
事
が
突
然

発
生
し
、自
分
で
は
対
処
で
き
な
い
と
き
、「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
検
索
し
て
一
番
上
に

表
示
さ
れ
て
い
る
業
者
に
依
頼
し
た
」、「
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
の
チ
ラ
シ
で
見
た
業
者
に
依
頼

し
た
」
人
が
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
事
例

①�

ト
イ
レ
修
理
で
「
３
９
０
円
～
」
の
ネ
ッ

ト
広
告
を
み
て
依
頼
し
た
。
高
圧
ポ
ン
プ

で
作
業
し
た
が
解
消
さ
れ
ず
、「
便
器
を
外

す
」「
長
年
の
汚
れ
が
蓄
積
し
て
い
る
」
な

ど
と
言
っ
て
次
々
と
作
業
が
追
加
さ
れ
、

最
終
的
に
55
万
円
の
請
求
を
さ
れ
た
。

②�

夜
に
自
宅
の
カ
ギ
を
紛
失
し
た
こ
と
に
気

づ
き
、
ス
マ
ホ
で
検
索
し
た
サ
イ
ト
に
は

「
見
積
無
料
、
解
錠
２
０
０
０
円
～
」
と
書

い
て
あ
っ
た
た
め
電
話
し
た
ら
、「
鍵
の
種

類
に
よ
り
料
金
が
異
な
る
。
現
地
で
伝
え

る
」
と
言
わ
れ
た
。
事
前
に
料
金
を
知
ら

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
作
業
後
に
十
万
円
請

求
さ
れ
た
が
、
揉
め
る
と
怖
い
の
で
仕
方

な
く
支
払
っ
た
。

③�

自
宅
の
庭
で
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
見
つ
け
、

ネ
ッ
ト
の
業
者
サ
イ
ト
上
で
簡
易
見
積
を

し
た
ら
「
参
考
見
積
価
格
７
０
０
円
～
」

と
表
示
さ
れ
た
。
電
話
相
談
し
た
ら
業
者

が
来
訪
し
、
調
査
後
、「
こ
の
ま
ま
で
は
ハ

チ
に
刺
さ
れ
て
死
ぬ
」
な
ど
と
言
わ
れ
不

ト
イ
レ
修
理
、
水
漏
れ
、
解
錠
、
害
虫

駆
除
な
ど
の
緊
急
時
駆
け
付
け
サ
ー
ビ

ス
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

消
費
生
活
相
談
だ
よ
り

安
に
な
り
、「
今
な
ら
１
５
０
万
円
か
か
る

と
こ
ろ
を
１
０
０
万
円
で
駆
除
す
る
」、
と

言
わ
れ
契
約
し
た
。

▼
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は

　
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
き
る
と
、
焦
っ
て
冷

静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
、
信
頼
で
き
る
業
者
を
探
す
な
ど
情
報

収
集
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
チ
ラ
シ
、
電
話
で
説
明
さ
れ
た
表
示
価

格
や
「
業
界
最
安
値
」
を
鵜
呑
み
に
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
必
ず
複
数
社
か
ら
見
積

も
り
を
取
り
、慎
重
に
業
者
を
選
定
し
ま
し
ょ

う
。〈
参
考
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
〉

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

▼
問
い
合
わ
せ

①
ま
ち
未
来
創
造
課　
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
毎
週
月
・
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

　
リ
モ
ー
ト
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　

　
毎
週
火
・
木
曜
日
（
要
予
約
）

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
４
６
）

②
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
平
日
と
日
曜
日
（
日
曜
日
は
電
話
の
み
）

　

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
日
曜
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

　
☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
６
４
４
５

③�

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
）
年
末
年
始
を
除
く

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
☎
１
８
８
（
い
や
や
！
）

※�

他
市
町
村
への
ご
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

暮らしの情報欄

▼��

問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
４
８
）

流
産
・
死
産
等
を
経
験
さ
れ
た
方
の

個
別
面
接
相
談

▼
開
催
場
所
・
日
時

　

�

茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
１
階
（
水
戸
市
三
の

丸
１
丁
目
５
‐
３８
）

　
毎
月
第
３
日
曜
日　

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▼
予
約
用
電
話
番
号

　
☎
０
９
０
‐
２
２
８
２
‐
７
３
８
８

▼
予
約
受
付
日

　

�

月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
～
午
後
3
時（
土・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
を
除
く
）

▼
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

　
毎
月
第
４
日
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午　

　
☎
０
８
０
‐
１
０
４
４
‐
４
０
６
４　

※
通
話
料
は
相
談
者
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
非
通
知
は
お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

▼
メ
ー
ル
相
談

　
茨
城
県
産
婦
人
科
医
会　

　

https://ibaog.jpn.org

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
妊
治
療

専
門
の
産
婦
人
科
・
泌
尿
器
科
医
師
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
助
産
師
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
場
所
・
日
時

①
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
１
階
（
水
戸
市
三
の
丸

１
丁
目
５
‐
３８
）

第
１
・
第
４
日
曜
日　
午
後
２
時
～
５
時

第
２
・
第
３
木
曜
日　
午
後
５
時�

30
分
～
８
時

�

30
分

②
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
土
浦
市

大
和
町
９
‐
１
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）

第
１
・
第
３
木
曜
日　
午
後
６
時
～
９
時

第
２
・
第
４
日
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

▼�

予
約
用
電
話
番
号

　
☎
０
９
０
‐
２
２
８
２
‐
７
３
８
８

▼
予
約
受
付
日

　

�

月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
～
午
後
3
時（
土・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
を
除
く
）

※�

予
約
の
時
間
か
ら
15
分
を
過
ぎ
る
と
、
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
す
。

▼�
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

　
毎
月
第
4
木
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

　
☎
０
８
０
‐
１
０
４
４
‐
４
０
６
４

※
ご
相
談
時
間
は
30
分
程
度　

※�

通
話
料
は
相
談
者
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。

※�

非
通
知
は
お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ぼうさい掲示板
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「もしもの時、どこへ避難する？」～牛久市への広域避難訓練を実施～

牛久市への広域避難訓練
　６月１５日に、牛久市への広域避難訓練を実施しました。この訓練には、各地区の区長や利根町防災士連絡会の方々が参加
しました。
　牛久市への広域避難は、利根町内で大規模な水害が発生、または発生する可能性がある場合、利根町民の避難先として、牛
久市内の５箇所の学校施設を開放していただき避難するものです。利根川押付観測所（利根町押付新田地内）の水位が、【警
戒レベル４　氾濫危険水位（７.８０ｍ）】に到達し、さらに「水位の上昇が見込まれる場合」に避難指示を発令します。
　なお、発令前には、牛久市の避難所は開設されていませんので、ご注意ください。
　訓練では、牛久市内の広域避難先となる５カ所の避難所をバスの車内から確認し、「牛久南中学校」では、実際に避難所施
設内を見学しました。避難所では、牛久市役所防災課職員の方から、施設の設備や受け入れ体制の説明を受け、広域避難時の
具体的なイメージを持つことができました。また、参加者に対して広域避難の概要や避難の必要性についての説明を行うとと
もに、自助の第一歩である「マイ・タイムライン」作成に関する講習会を実施し、各々の避難行動について考えていただきま
した。今回の訓練内容や広域避難の概要については、参加者の皆さまに、地域住民の方々へ情報共有していただくことをお願
いし、訓練を終了しました。
　災害の発生を想定した平時からの備え、また、地区においては、自主防災組織による共助を含めた避難訓練などを実施して
いただくようお願いいたします。

※広域避難の概要などの詳細については、町公式ホームページまたは右記二次元コードでご覧ください。

▶問い合わせ先　防災危機管理課　防災係　
　☎６８－２２１１（内線３２２）

利根町行政アプリをインストールしよう

　二次元コードからインストールできま
すので、ぜひご活用ください！

牛久市職員の方から施設の説明

体育館までの経路確認 「牛久南中学校（体育館）」の見学

マイ・タイムライン講習会の様子
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お 知 ら せ
T O N E 　 I n f o r m a t i o n

利根町役場
〒 300-1696

茨城県北相馬郡利根町布川 841-1
tel 0297-68-2211（代表）
fax 0297-68-7990

　

令
和
７
年
度
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー
秋
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
の
千せ

ん
じ
ゅ住

真
 
 
ま
 
り
 
こ
 
 

理
子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

す
。 千

住
真
理
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

リ
サ
イ
タ
ル

【
足
腰
元
気
体
操
講
座
】

　
足
腰
の
強
化
・
認
知
症
予
防
な
ど
、
一
人
一
人

の
症
状
に
合
わ
せ
た
体
操
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま

す
。
楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
で
自
立
し
た
身

体
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　
10
月
1
日
・
15
日
、
11
月
19
日
、
12
月

　
　
　
　
３
日
・
1７
日
、
1
月
７
日
・
21
日
の

　
　
　
　
水
曜
日　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

▼
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　
三み

き木　
紀の

り
こ子

氏

▼
定
員　
15
名
（
成
人
の
方
）

【
シ
ニ
ア
の
た
め
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
座
】　

　
音
楽
を
使
っ
て
体
を
ほ
ぐ
し
、
楽
し
く
脳
を
活

性
化
す
る
の
が
リ
ト
ミ
ッ
ク
で
す
。
歌
っ
た
り
、

楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
、
リ
ズ
ム
を
感
じ
た
り
、
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

▼
日
時　

�

10
月
22
日
㈬
、
11
月
16
日
㈰
、
12
月
16

日
㈫
、
1
月
2７
日
㈫
、
2
月
24
日
㈫
、

３
月
24
日
㈫　

　
毎
月
第
３
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
、

地
元
の
農
家
さ
ん
が
生
産
し
た
「
時
季
の
新
鮮
で
安

新
鮮
野
菜
直
売
会

C O F F E E H O U S EC O F F E E H O U S E

☎☎０２９７―６８―８１５４０２９７―６８―８１５４

〒300-1604　利根町横須賀 804-1〒 300-1604　利根町横須賀 804-1
http://www.coffeetomtom.com/http://www.coffeetomtom.com/

ス ペ シ ャ ル テ ィ コ ー ヒ ー を サ イ フ ォ ンス ペ シ ャ ル テ ィ コ ー ヒ ー を サ イ フ ォ ン
２杯立てゆったりとした空間で飲める店２杯立てゆったりとした空間で飲める店

▼��

日
時　

10
月
18
日
㈯　

午
後
２
時　

開
演　

（
午
後
1
時
30
分　
開
場
）

※�

入
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
当

日
は
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
番
号
順
に
入
場
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金　
２
0
０
０
円
（
税
込
）

　
全
席
自
由
・
未
就
学
児
入
場
不
可

（
こ
の
公
演
は
、
町
の
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
と

な
っ
て
い
ま
す
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始　
８
月
24
日
㈰

　
午
前
8
時
45
分　
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

※
１
人
２
枚
ま
で
購
入
可

▼
販
売
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
販
売
枚
数　
５
０
０
枚

問
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
☎
68
‐
７
８
８
１

　
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
、
月
曜
日
、
祝

　
日
は
休
館
日
）

　
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
に
よ
る
子
育

て
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
家
庭
生
活
支
援
員
」

を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

▼�

日
程
（
４
日
間
）
10
月
４
日
・
18
日

　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
1
日
・
15
日
の
土
曜
日

　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
（
昼
休

　
み
１
時
間
）

▼��

会
場　
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
　
　
　
ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ
会
議
室

家
庭
生
活
支
援
員
養
成
講
習
会

令
和
７
年
度
茨
城
県
南
水
道
企
業
団

職
員
募
集

▼
一
次
試
験
日　
8
月
20
日
㈬
～
9
月
1
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
総
合
適
性
検
査

※�

（
株
）
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
が
運
営
す
る
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
、

期
間
内
に
受
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
人
数

　
土
木
技
師
、
電
気
技
師
、
一
般
職
員
：
若
干
名

▼
採
用
予
定
日　
令
和
８
年
４
月
１
日

▼
受
付
期
間　
８
月
１
日
㈮
～
８
月
18
日
㈪

※�

一
次
試
験
申
し
込
み
の
受
け
付
け
は
オ
ン
ラ
イ

ン(

企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

に
て
行
い
ま
す
。

　

�

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
当
企
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
い
た
だ
く
か
、
電
話
に
て
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
南
水
道
企
業
団　
総
務
課

　
☎
０
２
９
７
‐
6６
‐
５
１
３
１

　

https://w
w
w
.ibananw

w
.ne.jp/

▼�

対
象
者　
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
、
寡
婦
の
方

▼
募
集
人
員　
15
名

▼
受
講
料　
無
料

▼�

交
通
費　
一
部
支
給　

※�

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　
託
児
利
用
が
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
9
月
５
日
㈮

問
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会　
母
子
・
父
子

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
八
幡
町
11-

52
）

　
☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

　
FAX
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
６
１
８

心
、安
全
な
野
菜
」
の
直
売
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼�

日
時　
９
月
1６
日
㈫　
午
前
9
時
～
※
売
り
切

れ
次
第
終
了

▼
場
所
　
役
場　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

問
農
業
政
策
課　
農
業
振
興
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
４
３
５
）

イ
ベ
ン
ト
・
講
習

▼
定
員　
18
名
（
成
人
の
方
）

【
初
心
者
陶
芸
講
座
】

　
マ
グ
カ
ッ
プ
、
お
皿
、
花
瓶
な
ど
か
ら
作
り
た

い
作
品
を
選
び
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
陶
芸
作
品
を
作

り
ま
す
。
陶
芸
が
初
め
て
の
方
で
も
丁
寧
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼�

日
時　

�

11
月
16
日
、
1
月
1８
日
、
1
月
25
日
の

日
曜
日
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

▼
場
所　
利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
材
料
費　
各
日
３
０
０ 

円

▼
講
師　
陶
芸
同
好
会
の
皆
さ
ま　

▼
定
員　
6
名
（
成
人
の
方
）

※�

講
座
の
日
程
、
材
料
費
な
ど
は
、
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
各
講
座
の
申
し
込
み
】　

①�

申
込
書
に
よ
る
場
合

　
申
込
書
は
、
利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
利
根

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
返
信

用
封
筒
（
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
１
１
０
円
切
手

を
貼
付
）
を
添
え
て
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

メ
ー
ル
に
よ
る
場
合

　
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
講
座
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
、
全
員
に

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
9
月
5
日
㈮

問
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
☎
68
‐
７
８
８
１

生
涯
学
習
施
設
後
期
講
座

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　
リ
ト
ミ
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
認
定
講
師　
２
名

▼
定
員　
15
名
（
成
人
の
方
）

【
基
礎
か
ら
学
ぶ「
つ
ま
み
細
工
」】

　
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
日
本
伝
統
工
芸
つ
ま
み

細
工
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。
初
め
て
の
方
で

も
大
丈
夫
！

▼�

日
時　

�

10
月
11
日
、
11
月
８
日
、
12
月
13
日
、

1
月
10
日
、
２
月
14
日
の
土
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
材
料
費　
各
日
１
２
０
０
円（
計
６
０
０
０
円
）

▼
講
師　
山や

ま
ざ
き崎　

美み

の

り

登
里
氏

▼
定
員　
10
名
（
成
人
の
方
）

【
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
講
座
】

▼�
日
時　

�
10
月
23
日
、
11
月
27
日
、
12
月
25
日
、

1
月
22
日
、
２
月
26
日
の
木
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
材
料
費　
各
日
１
６
０
０
円（
計
８
０
０
０
円
）

▼
講
師
　
小こ

い
け池　

美み

え

こ

枝
子
氏
、
藤ふ

じ
さ
わ澤　

ち
ひ
ろ
氏

▼
定
員　
12
名
（
成
人
の
方
）

【
季
節
の
ヨ
ガ
と
ア
ロ
マ
講
座
】

　

季
節
に
合
わ
せ
た
ヨ
ガ
と
ア
ロ
マ
を
取
り
入

れ
、
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ポ
ー
ズ
・
呼
吸
法
・

瞑
想
な
ど
を
練
習
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
の
貸
出
も
あ

り
ま
す
。

▼�

日
時　

�

11
月
７
日
・
14
日
・
21
日
、
12
月
5
日
・

12
日
・
19
日
、
1
月
16
日
の
金
曜
日

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
２
時
45
分

▼
場
所　
利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
材
料
費　
各
日
３
０
０ 

円

▼
講
師　
未
来
（
M
I
K
U
）
氏　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

◎
響
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

▼
日
時　
９
月
１９
日
㈮　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
複
合
福
祉
施
設　
響

▼
参
加
費　
１
５
０
円

問
複
合
福
祉
施
設　
響　
☎
61
‐
８
５
０
０

◎�

あ
ら
き
ハ
ウ
ス（
旧
荒
木
医
院
）オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

▼
日
時
　
９
月
１５
日
㈪　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
あ
ら
き
ハ
ウ
ス（
布
川
２
８
５
１
‐
２
）

▼
参
加
費　
１
０
０
円

問
あ
ら
き
ハ
ウ
ス　

　
☎
０
９
０
‐
２
５
２
９
‐
７
９
９
９

募
　
集

く
り
ー
ん
プ
ラ
ザ
・
龍
で

リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
を
開
催

　
住
民
の
皆
さ
ま
が
ご
み
と
し
て
く
り
ー
ん
プ
ラ

ザ
・
龍
に
お
持
ち
い
た
だ
い
た
物
の
中
か
ら
、
ま

だ
使
用
で
き
る
状
態
の
も
の
を
選
別
し
、
先
着
順

で
希
望
者
に
無
償
提
供
い
た
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時
：
８
月
22
日
㈮　

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

提
供
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

▼
開
催
場
所　
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合

　
「
く
り
ー
ん
プ
ラ
ザ
・
龍
」
プ
ラ
ザ
棟
１
階

　
（
龍
ケ
崎
市
板
橋
町
4
3
6
番
地
2
）

※�

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合　

　
管
理
課　
施
設
グ
ル
ー
プ　

　
☎
０
２
９
７
‐
60
‐
１
７
７
７



凡例＝問問い合わせ /　申し込み

　
県
で
は
、保
育
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
の
就
職・

復
職
の
あ
っ
旋
、
保
育
士
資
格
の
取
得
支
援
、
保

育
の
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
や
現
役
保
育
士
の
就
労

継
続
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
求
人
施
設
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　
希
望
の
条
件
に
合
う
求
人
を
ご
案
内
し
、
就
業

後
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
新
卒
、
未
経
験
者
、
ブ

ラ
ン
ク
の
あ
る
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
施
設
見
学
、
面
接
へ
の
ス
タ
ッ
フ
同
行
も
可

能
で
す
。
利
用
希
望
の
方
は
、
お
電
話
ま
た
は
下

記
二
次
元
コ
ー
ド
の
L
I
N
E
に
て
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
対
象　
保
育
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
（
保
育
士

　
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
含
む
）

※�
保
育
士
、
保
育
教
諭
、
保
育
補
助
、
栄
養
士
、

調
理
師
、
調
理
員
、
事
務
員
な
ど

②
令
和
７
年
後
期
保
育
士
試
験
対
策
講
座

〇
内
容　

　
全
９
科
目
を
対
面
形
式
で
集
中
的
に
解
説

▼
日
時
・
場
所

・�

９
月
５
日
㈮　

　
県
南
会
場
（
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

・�

９
月
６
日
㈯

　
県
央
会
場
（
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

　
グ
福
祉
会
館
）

〇
W
E
B
講
座　

　
全
９
科
目
を
さ
ら
に
詳
し
く
解
説
。
試
験
前
日

ま
で
視
聴
可
能

▼
対
象　
保
育
士
と
し
て
県
内
で
就
業
予
定
の
方

③�

い
ば
ら
き
保
育
人
材
バ
ン
ク
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

求
人
検
索
、
施
設
情
報
閲
覧
お
よ
び
保
育
に
関

す
る
お
役
立
ち
情
報
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

気
に
な
る
求
人
が
あ
れ
ば
、
お
電
話
ま
た
は
下

記
二
次
元
コ
ー
ド
の
L
I
N
E
に
て
問
い
合

い
ば
ら
き
保
育
人
材
バ
ン
ク

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
ば
ら
き
保
育
人
材
バ
ン
ク
事
務
局

　
（
い
ば
ら
き
保
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

・�

水
戸
オ
フ
ィ
ス
（
県
北
・
県
央
エ
リ
ア
）

　
☎
０
２
９
‐
３
５
０
‐
５
１
３
７

・�

土
浦
オ
フ
ィ
ス
（
県
西
・
県
南
・
鹿
行
エ
リ
ア
）

　
☎
０
２
９
‐
８
９
６
‐
６
３
６
６

・
茨
城
県
庁　
子
ど
も
未
来
課

　
☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
２
４
３

ibaraki_hoiku

県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院
総
合
実

務
科
（
令
和
７
年
度
後
期
生
入
学
選
考
）

▼
訓
練
期
間

　
10
月
３
日
㈮
～
令
和
8
年
３
月
19
日
㈭

▼
授
業
料

　
無
料
（
作
業
服
代
な
ど
は
別
途
実
費
負
担
）

▼�

訓
練
内
容　
O
A
実
務
、
販
売
、
清
掃
実
務
、

生
活
習
慣
の
確
立
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
社
会
適
応
訓
練
、企
業
で
の
実
習
、

面
接
指
導
な
ど
の
就
職
支
援

▼
募
集
人
数　
10
名

▼�

応
募
資
格　
軽
度
の
知
的
障
害
が
あ
る
方

　
（
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
公
的
機
関

　
で
こ
れ
と
同
等
と
判
断
さ
れ
た
方
）

▼
募
集
期
限　
８
月
２１
日
㈭
ま
で

▼
入
学
選
考
日　
８
月
２９
日
㈮

▼
選
考
会
場　

　
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
校
（
水
府
町
校
舎
）

▼
応
募
先　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※�

「
受
講
指
示
者
」
に
は
、
雇
用
保
険
ま
た
は
訓

練
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

いばらき保育人材バ
ンクポータルサイト

▼
日
時
　
９
月
1
日
㈪　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

▼�

相
談
内
容
　
借
金
問
題
、
離
婚
、
相
続
・
贈
与

の
問
題
、
土
地
（
借
地
）・
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
、

境
界
争
い
、
夫
婦・親
子
な
ど
家
庭
内
の
問
題
、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、セ
ク
ハ
ラ
、Ｄ
Ｖ
問
題
、

交
通
事
故
な
ど
で
お
困
り
の
方
の
相
談

▼
相
談
受
付
件
数　
12
件
ま
で（
１
人
20
分
程
度
）

　�

相
談
日
前
日
ま
で
の
電
話
予
約
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
当
日
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
で
も

受
け
付
け
し
ま
す
。

問
福
祉
課　
社
会
福
祉
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
２
２
）

無
料
法
律
相
談
会

相
　
談

▼�

日
時　
８
月
1７
日
㈰　

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
１
階
講
座
室

▼
相
談
受
付　
事
前
予
約
（
6
組
ま
で
）

▼�

相
談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
外
国

人
の
在
留
資
格
、
官
公
署
の
許
認
可
全
般

�
平
日
午
前
10
時
～
午
後
2
時

※
相
談
日
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

問
野
村　
☎
０
９
０
‐
１
６
０
３
‐
７
３
７
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
は
、
介
護
者
同
士
が
集

ま
り
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

座
談
会
や
食
事
会
な
ど
を
と
お
し
て
情
報
交
換
を

行
い
、
お
互
い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
に

よ
る
日
帰
り
旅
行
や
新
年
会
な
ど
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼�

日
時　
９
月
10
日
㈬　
午
後
１
時
３０
分
～
５
時

　
　
　
頃
帰
着
予
定

▼
場
所　
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

介
護
者
の
つ
ど
い

※�

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院
総
合
実
務
科

　
（
水
戸
市
水
府
町
８
６
４
‐
４
）　

　
☎
０
２
９
‐
３
０
０
‐
５
２
２
１

▼
内
容　
家
族
介
護
教
室
「
町
外
の
介
護
保
険
施

　
設
に
つ
い
て
（
施
設
担
当
者
か
ら
の
説
明
お
よ

　
び
見
学
）」

▼
申
込
期
限　
８
月
20
日
㈬

▼
参
加
費　
無
料

問
利
根
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
３
１
）　

2021

凡例＝問問い合わせ /　申し込み

そ

　の

　他

　
家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
当
事
者
を
持
つ
父
母

や
兄
弟
な
ど
が
集
ま
っ
て
、
毎
月
1
回
「
家
族
を

支
え
る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
支
え
る
会
」

は
家
族
や
親
族
だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
、
安
心

し
て
悩
み
を
話
し
合
い
、
多
く
の
参
考
意
見
が
聞

け
る
場
で
す
。
時
に
は
専
門
家
を
講
師
に
迎
え
て

医
療
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
も
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　

　
5
月
10
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼�

場
所
　
龍
ケ
崎
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
　
大
会

議
室
（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
町
２
４
４
５
）

▼�

対
象
地
区
　
利
根
町
・
龍
ケ
崎
市
・
稲
敷
市
・

河
内
町
・
つ
く
ば
市
・
そ
の
ほ
か

▼�

主
催
　
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
（
ピ
ア
・
か
た
つ

む
り
）

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
（
ピ
ア
・
か
た
つ

む
り
）
定
例
会

　
２
月
26
日
、
日
本
赤
十
字
社
茨
城
支
部
よ
り
、

災
害
援
護
用
の
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

車
両
は
、
地
域
の
災
害
救
援
へ
の
対
応
や
、
被
災

者
へ
救
援
物
資
の
配
達
、
ま
た
赤
十
字
事
業
の
推

進
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

問
福
祉
課
　
社
会
福
祉
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
２
２
）

赤
十
字
救
援
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

　
私
有
地
か
ら
草
木
な
ど
が
道
路
や
歩
道
に
は
み

出
し
て
い
る
と
、
道
幅
が
狭
く
な
り
、
通
行
の
妨

げ
に
な
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
や
車
両
を
巻
き
込

む
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
は
み
出
し
た
草
木
の
所

有
権
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
に
あ
る
た
め
、
町

で
伐
採
や
剪
定
な
ど
の
対
応
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。（
民
法
２
３
３
条
）

　
私
有
地
か
ら
は
み
出
し
た
草
木
な
ど
が
原
因
で

事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
所
有
者
の

道
路
上
に
は
み
出
し
た
草
木
な
ど
の

適
切
な
管
理
を

問
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
会
長

　
竹
之
内
　
☎
０
９
０
‐
１
６
１
４
‐
２
３
７
１

方
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
民
法
７
１
７
条
）

　
み
だ
り
に
道
路
を
損
傷
し
、
汚
損
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
な
ど
の

物
件
を
た
い
積
し
、
そ
の
他
道
路
の
構
造
ま
た
は

交
通
に
支
障
を
お
よ
ぼ
す
行
為
を
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。（
道
路
法
４3
条
）

　
道
路
の
安
全
確
保
と
快
適
な
利
用
の
た
め
、
伐

採
や
剪
定
な
ど
を
行
い
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
建
設
課
　
管
理
用
地
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
２
２
）　

　『
介
護
者
の
つ
ど
い
』
は
、
介
護
者
同
士
が
集

ま
り
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

座
談
会
や
食
事
会
な
ど
を
通
し
て
情
報
交
換
を
行

い
、
お
互
い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で

日
帰
り
旅
行
や
新
年
会
な
ど
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
企

画
も
あ
り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
５
月
1４
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分

▼
場
所
　
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　�

懇
談
会

▼
参
加
費
　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※
イ
ベ
ン
ト
時
は
実
費
負
担
あ
り

問
利
根
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
３
０
）　

介
護
者
の
つ
ど
い

　
県
内
の
医
療
機
関
窓
口
で
お
支
払
い
を
さ
れ

た
、
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
）
自
己
負

担
金
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
の
お
振
り
込
み
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
振
込
予
定
日
　
４
月
2５
日
㈮

▼
償
還
対
象
診
療
月
　
11
月
～
1
月
診
療
分

▼
通
帳
記
帳
　「
マ
ル
フ
ク
ジ
コ
フ
タ
ン
」

▼
償
還
対
象

・�

外
来
自
己
負
担
金
　
妊
産
婦
、
小
児
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
（
全
員
）

・�

入
院
自
己
負
担
金
　
年
齢
が
０
歳
～
18
歳
の
方

※�

振
り
込
み
日
よ
り
前
に
、
お
届
け
さ
れ
て
い
る

振
込
口
座・名
義
な
ど
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、

振
り
込
み
不
能
と
な
り
ま
す
。

※
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
　
医
療
年
金
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
６
）

外
来
・
入
院
自
己
負
担
金
振
込
予
定
日

24令和 7年 4月（No.733）令和 7年 8月（No.737）令和 7年 8月（No.737）

　
６
月
１
日
か
ら
旧
文
小
学
校
が
「
利
根
町
健

康
増
進
等
複
合
施
設
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
海
外
旅
行
や
ク
ル
ー
ズ

の
旅
、
英
会
話
な
ど
に
関
心
の
あ
る
方
向
け
に
、

ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
短
期
英
会
話
の
基
礎
講
座

（ToneEnglishC
lub

）
を
開
講
し
ま
す
。

▼�

日
時　
９
月
５
日
・
1２
日
、1０
月
3
日
・
1０
日
・

1７
日
・
2４
日
の
金
曜
日
（
合
計
６
回
）

　

�

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
た
だ
し
、
９
月
1２
日

と
1０
月
1０
日
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所　
利
根
町
健
康
増
進
等
複
合
施
設
（
旧
文

　
小
学
校　
2
階
多
目
的
室
「
ヨ
シ
キ
リ
」）

▼
対
象
・
募
集
人
数　
成
人
男
女
20
名
※
先
着
順

▼
最
小
催
行
人
数
　
10
名

▼
締
め
切
り
日　
８
月
29
日
㈮

▼�

参
加
費　
２
５
０
０
円

　
（
９
月
、
10
月
の
２
カ
月
分
：
2
0
0
0
円

　
別
途
資
料
代
：
５
０
０
円
）

※�

本
募
集
記
事
を
初
回
の
９
月
５
日
㈮
に
持
参
い

た
だ
い
た
方
は
5
0
0
円
割
引
し
ま
す
。

▼
講
師　
大お

お
い
し石　

篤あ
つ
み美

氏　
関
西
外
国
語
大
学　

　
英
米
語
学
科
卒
（
英
語
科
教
員
免
許
有
）

問
大
石　

oishi23@
jcom

.hom
e.ne.jp　

　
☎
68
‐
５
６
６
１

　
☎
０
８
０
‐
１
２
０
３
‐
０
２
０
８

T
E
C
「
利
根
英
会
話
ク
ラ
ブ
」

会
員
募
集

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会
・
登
録
会　
ｉ
ｎ
利
根
町

　
茨
城
の
ハ
ッ
ピ
ー
な
出
会
い
と
結
婚
、
で
あ
イ

バ
が
応
援
し
ま
す
！

　
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
独

身
の
方
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
の
た
め
、
県
が
労

働
団
体
と
共
同
で
設
立
し
た
組
織
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
記
に
よ
り
結
婚
相
談
・
登

録
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
９
月
１3
日
㈯　

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
場
所　
利
根
町
役
場　
行
政
棟　
５
階

　
A
会
議
室
・
B
会
議
室

▼
出
張
相
談
会

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
や
ご
家
族
な
ど
、

ど
な
た
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。
ご

　

ご
存
知
で
す
か
？ 

高こ
う
じ次
脳の

う
機き

の
う能
障し

ょ
う
が
い害

　
事
故
や
転
落
に
よ
る
頭
部
外
傷
や
、
脳
卒
中
な
ど

の
病
気
で
倒
れ
た
後
に
「
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ

な
い
」「
人
が
変
わ
っ
た
」「
今
ま
で
と
違
う
」
な
ど

感
じ
た
ら
、
高
次
脳
機
能
障
害
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
次
脳
機
能
障
害
は
外
見
か
ら
分
か
り
づ
ら

く
、
周
り
か
ら
見
過
ご
さ
れ
た
り
、
本
人
も
気
づ

か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
茨
城
県
高
次
脳
機
能

障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
専
任
の
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
‐
８
８
７
‐
２
６
０
５

　
平
日
午
前
9
時
～
午
後
５
時

　

https://w
w
w
.pref.ibaraki.

jp
/h
o
ken

fu
ku
sh
i/rih

a/
sodan/kojino/index.htm

l

高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
、
予
約
も
不
要
で
す
。

▼
出
張
登
録
会

　

当
セ
ン
タ
ー
の
入
会
登
録
手
続
き
が
行
え
ま

す
。
事
前
に
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

会
申
し
込
み
と
、
来
所
予
約(

出
張
登
録
会)

を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
８
８
８

　

https://w
w
w
.ibccnet.com



後
期
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

歯
科
健
康
診
査

　
高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾

病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
無
料
の
歯
科
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　
９
月
１
日
㈪
～
12
月
31
日
㈬

※�

た
だ
し
、歯
科
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
き
ま
す
。

▼�

対
象
者　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者
で
（
前
年
度
に
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
方
）
左
記
の
①
～
③
の
項
目

に
該
当
す
る
方

①�

昭
和
24
年
４
月
１
日
～
昭
和
25
年
３
月
31
日
生

ま
れ
の
方

②�

昭
和
19
年
４
月
１
日
～
昭
和
20
年
３
月
31
日
生

ま
れ
の
方

③�
昭
和
14
年
４
月
１
日
～
昭
和
15
年
３
月
31
日
生

ま
れ
の
方

※�

対
象
者
に
は
、
８
月
下
旬
頃
に
健
診
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
。（
施
設
な
ど
の
入
所
者
除
く
）

▼
健
診
内
容

①
問
診　
②
歯
の
状
態　
③
咬
合
状
態　
④
口
腔

衛
生
の
状
態　
⑤
口
腔
乾
燥
の
状
態　
⑥
歯
周
組

織
・
粘
膜
の
状
況　
⑦
口
腔
機
能
評
価　
⑧
呼
吸

の
異
常　
⑨
指
輪
っ
か
テ
ス
ト　
⑩
反
復
唾
液
嚥

下
テ
ス
ト　
⑪
事
後
指
導
（
セ
ル
フ
ケ
ア
の
歯
ブ

ラ
シ
指
導
）
な
ど

▼
受
診
場
所

　
茨
城
県
歯
科
医
師
会
に
所
属
し
て
お
り
、
送
付

す
る
案
内
に
同
封
の『
実
施
歯
科
医
療
機
関
一
覧
』

に
記
載
の
あ
る
歯
科
医
療
機
関

▼
受
診
方
法

①�

実
施
歯
科
医
療
機
関
に
後
期
高
齢
者
医
療
歯
科

健
康
診
査
事
業
で
健
康
診
査
を
受
診
す
る
旨
を

伝
え
て
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

受
診
日
ま
で
に
、
受
診
票
内
の
問
診
項
目
を
記

入
の
う
え
、受
診
日
当
日
に
被
保
険
者
証
な
ど
、

受
診
券
、受
診
票
、歯
ブ
ラ
シ
を
お
持
ち
に
な
っ

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　
事
業
課

　
保
健
事
業
係

　
☎
０
２
９
‐
３
０
９
‐
１
２
１
２

▼
開
設
日
時　

　
８
月
３
日
・
2４
日
、
９
月
７
日
・
2８
日
の
日
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※�

必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。
交
付
申
請
は

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
変
更
・
電
子
証
明
書

の
更
新
・
暗
証
番
号
の
再
設
定
は
受
け
付
け
ま

す
。

▼
交
付
場
所　
役
場
１
階　
住
民
課

�

問
住
民
課　
窓
口
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
６
２
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

休
日
交
付
専
用
窓
口
開
設

そ
　
の
　
他

・�

道
路
上
に
は
み
出
し
た
草
木
な
ど
の
適
切
な
管

理
に
つ
い
て

　
私
有
地
か
ら
草
木
な
ど
が
道
路
や
歩
道
に
は
み

出
し
て
い
る
と
、
道
幅
が
狭
く
な
り
、
通
行
の
妨

げ
に
な
る
と
と
も
に
歩
行
者
や
車
両
を
巻
き
込
む

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。　

　
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
は
み
出
し
た
草
木
の
所

有
権
は
そ
の
土
地
の
所
有
者
に
あ
る
た
め
、
町
で

伐
採
や
剪
定
な
ど
の
対
応
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。（
民
法
２
３
３
条
）
私
有
地
か
ら
は
み
出
し

た
草
木
な
ど
が
原
因
で
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
は
、
そ
の
所
有
者
の
方
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。（
民
法
７
１
７
条
）    

　
ま
た
、
生
活
道
路
上
の
、
通
行
に
支
障
が
な
い

程
度
の
草
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
草
刈
り
作

業
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

道
路
の
「
集
水
ま
す
」
や
「
側
溝
」
の
清
掃
に

つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
短
時
間
に
大
雨
が
降
る
こ

と
が
多
く
、
道
路
の
冠
水
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
多
く
は
、
落
ち
葉
や
ご
み
、

汚
土
な
ど
が「
集
水
ま
す
」や「
側
溝
」に
溜
ま
り
、

本
来
の
排
水
機
能
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
発
生
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
要
望
に
よ
っ
て
、
清

掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
が
冠
水
す
る
の

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、「
集
水
ま
す
」
や
「
側
溝
」

に
溜
ま
っ
た
落
ち
葉
や
ご
み
、
汚
土
な
ど
の
清
掃

に
つ
い
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
無
理
の
な
い
範

囲
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
課　
管
理
用
地
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
２
４
）　

道
路
の
維
持
管
理
に
関
す
る
ご
協
力
の

お
願
い

　
５
月
25
日
、「
利
根
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
「
関

東
地
方
環
境
美
化
運
動
の
日
」
統
一
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
町
内
各
地
区
で
道
路
沿
い
に
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
拾
い

が
行
わ
れ
、
総
勢
２
０
６
５
人
の
皆
さ
ま
に
参
加

い
た
だ
き
、
約
５
２
０
０
㎏
の
ご
み
が
収
集
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
環
境
保
全
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

�

問
生
活
環
境
課　
産
業
廃
棄
物
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
３
８
）

利
根
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

取手北相馬休日夜間診療所（内科・外科）
取手市野々井１９２６番地
（取手北相馬保健医療センター医師会病院内）
☎０２９７－７８－６１１１
※必ず事前に医療機関に電話をしてください。
診療時間　土曜日：17時～翌朝 9時
　　　　　日曜日、祝日・年末年始：9時～翌 9時

休日・夜間の受診が必要なとき

〇リコチャレとは？？
　「理工チャレンジ」を略して「リコチャレ」です。女子中高生・女子学生の皆さんが、理工系分野に興味・関心を持ち、
将来の自分をしっかりイメージして進路選択（チャレンジ）することを応援するため、内閣府男女共同参画局が中心となっ
て行っている取組です。
　理工系分野が充実している大学や企業など「リコチャレ応援団体」の紹介や、団体が実施するイベント情報の提供、理工
系分野で活躍する女性からのメッセージ紹介などを行っています。メッセージを掲載している先輩たちの中には、質問を受
け付けている方もいますのでぜひ活用してみてください。

〇視野が広がる！未来が広がる！
　女性がさまざまな分野にチャレンジしていくことにより、多様な視点や発想が加わり、活力ある生き生きとした社会の実
現が期待されています。
　しかし、理工系分野に興味がある人たちの中には、「女性が少ないと聞くけれど、やっていけるかな」「結婚したり、育児
したりするときに研究を続けられるか不安」と思っている人もいるかもしれません。また、「どんな研究をして、どんな仕
事に繋げていけば良いのだろう」と将来のイメージを持てない人もいるかもしれません。
　そんなあなたは、大学や企業などさまざまな「リコチャレ応援団体」で実施している、見て聞いて体験できる楽しいイベ
ントに足を運んでみてください。そして、理工系分野で活躍している先輩たちの心強い話を聞いてみてはいかがでしょうか。

〇夏の理工チャレンジ２０２５
　リコチャレでは、 9 月まで、「夏の理工チャレンジ ２０２５」を開催して
います。主に女子小中高生を対象として、全国の企業、大学、学術団体
などが、職場見学・工場見学・仕事体験・実験教室・女性技術者や研究
者との交流など、理工系の仕事や将来に触れられるイベントを開催しま
す。昨年は、１１９団体が ２２８のイベントを開催し、約 6900 名が参加
しました。

　普段は見られない、ものづくりや建設の現場を見たり、今まさに活躍している理工系女子の
先輩の話を聞いたりできる貴重な機会です。夏休み期間を利用して、ぜひ参加してみてください。

男女共同参画ってなあに？　Part 136

夏のリコチャレ２０２５～理工チャレンジ～

●問い合わせ　政策企画課　政策企画係　☎６８－２２１１（内線３３８）

「夏のリコチャレ 2025」
特設サイト二次元コード

2223 令和 7年 8月（No.737）令和 7年 8月（No.737）



問い合わせ　日本ウェルネススポーツ大学

日本ウェルネススポーツ大学からの情報をお届けします。

日本ウェルネススポーツ大学通信

CC a m p u sa m p u s !!
文
華
女
子
高
等
学
校
が
学
園
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
り
ま
し
た

　
令
和
７
年
5
月
付
け
で
、
文
華
女

子
高
等
学
校
を
運
営
す
る
学
校
法
人

日
本
文
華
学
園（
東
京
都
西
東
京
市
）

が
タ
イ
ケ
ン
学
園
グ
ル
ー
プ
に
加
わ

り
ま
し
た
。

　

日
本
文
華
学
園
の
歴
史
は

１
９
１
６
年
に
学
祖
で
あ
る
河
口
ア

イ
が
現
在
の
文
京
区
に
「
東
京
家
事

裁
縫
研
究
所
」
を
設
立
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
、「
日
本
女
子
実
務
学
校
」

「
小
石
川
高
等
学
校
」
に
継
承
さ
れ
、

１
９
５
１
年
、
校
名
を
「
文
華
女
子

高
等
学
校
」
に
改
称
。
１
９
７
０
年

に
現
在
の
校
地
・
校
舎
（
東
京
都
西

東
京
市
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
創
立

当
初
の
願
い
は
建
学
の
精
神「
質
実・

卓
純
・
勤
勉
」
と
し
て
、
今
も
文
華

女
子
高
等
学
校
の
礎
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
令
和
８
年
4
月
か
ら
共
学 

「
東
京

文
華
高
等
学
校
」
に
校
名
変
更
し
、

今
後
、
受
け
入
れ
対
象
の
拡
大
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
増
設
を
は
か
り
、
タ
イ

ケ
ン
学
園
グ
ル
ー
プ
5
校
目
の
高
等

学
校
と
し
て
、
在
校
生
の
満
足
度
向

上
、
学
校
の
価
値
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
4
月
付
け
で
牛

山
幼
稚
園
を
運
営
す
る
「
学
校
法
人

長
谷
川
学
園
（
愛
知
県
春
日
井
市
）」

も
学
園
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り
、
タ
イ

ケ
ン
学
園
グ
ル
ー
プ
2
園
目
の
幼
稚

園
と
し
て
、
愛
知
県
の
教
育
に
貢
献

し
ま
す
。

　
本
学
園
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

とねワイワイくらぶ　令和７年 9 月の活動予定

★�プログラムは、状況により変更・中止する場合があります。最新の活動計画は、各公共機関のパンフレット用ラックに配付してあります。または「と
ねっと」でもお知らせしています

★会員は、定例クラブ活動のどの種目を選んでも同じ会費です。ビジター参加は、大人 300 円、子供 150 円です。★早朝の楊名時太極拳は無料です。
●問い合わせ　とねワイワイくらぶ　事務局　☎０９０－１４０７－４４８０
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　オープンキャンパスを開催しています。詳
しくはホームページをご覧ください（日程等
は随時更新します）。また、運動部の体験・見
学をご希望の方は、随時受付をいたしますの
で事務局までご連絡ください。
総合型選抜Ａ日程エントリーが 6月 1日から
開始（願書受付は 9月 1日～）されています。

●問い合わせ　利根町保健福祉センター　☎６８－８２９１

利根フリフリクラブ主催

　　
地区運動集会

フ
リ
フ
リ
地
区
運
動
集
会

文
化
セ
ン
タ
ー
会
場
の
紹
介

場　所 日　程　 時　間 持ち物

 利根町文化センター
第１・３木曜日
第２・４水曜日

9/4
8/27　　　　 9/10・24

10：00～ 11：00 飲み物、タオル、ボール
室内運動靴　

 布川地区コミュニティセンター 第 1・３火曜日 9/2  9：45～ 10：45

 講師 : 筑波大学　桑
くわみず

水先生・山
やまざき

﨑先生・秦
はた

先生・姜
かん

先生・李
い

先生　
※福祉バス・ふれ愛タクシーをご利用ください。
※初めてご参加の方は利根町保健福祉センターまでご連絡ください。状況により中止される場合があります。

フリフリ地区運動集会予定（令和７年８月～９月）※参加無料

　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
毎
月

第
１
・
３
木
曜
日
と
第
２
・
４
水
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
１・
３
木
曜
日
の
フ
リ
フ
リ
地
区
運

動
集
会
は
、
一
番
の
大
所
帯
で
す
の
で
、

参
加
者
は
舞
台
と
ホ
ー
ル
の
二
カ
所
に
分

か
れ
て
、
先
生
は
客
席
の
階
段
で
指
導
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
一
方
、
第
２
・
４
水
曜
日
は
比
較
的
参

加
者
が
少
な
い
の
で
、
先
生
は
舞
台
に
上

が
り
、
参
加
者
は
ホ
ー
ル
で
の
運
動
に
な

り
ま
す
。

　
同
じ
会
場
で
も
曜
日
に
よ
っ
て
雰
囲
気

が
変
わ
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
曜
日
も
会
場
は
熱
気

に
あ
ふ
れ
、
帰
る
時
の
皆
さ
ま
の
笑
顔
は

最
高
で
す
。

　
フ
リ
フ
リ
地
区
運
動
集
会
へ
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

木曜日会場の様子

水曜日会場の様子

１号館　　　布川 1377
２～４号館　布川 1649
  ☎  ０２９７－６８－６７８７
FAX ０２９７－６８－６７８８

あ
な
た
も
「
ワ
イ
ワ
イ
く
ら
ぶ
」
に
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

利根町総合型地域スポーツクラブ

とねワイワイくらぶとねワイワイくらぶ
ＥＮＪＯＹ ＳＰＯＲＴＳ！
ＥＮＪＯＹ ＬＩＦＥ！

　
「
と
ね
ワ
イ
ワ
イ
く
ら
ぶ
」
は
、
文
部
科
学

省
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
モ
デ
ル
事
業
」

と
し
て
、
地
域
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
を
目
的
に
、
２
０
０
５
年
に
結
成
さ
れ

20
年
に
な
り
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
認
証

を
受
け
た
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
１
２
０

名
を
超
え
、
大
き
な
団
体
に
成
長
し
て
い
ま

す
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
だ
け

で
は
な
く
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
や
体
力
増

進
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
指

し
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
年
約
６
０
０
回
開

催
さ
れ
、
参
加
人
数
は
延
べ
７
５
０
０
人
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
、
全
て
の
種
目
に
何
回
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
会
員
が
複
数
の

種
目
に
参
加
し
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
初
め
て

の
方
に
も
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　
用
具
類
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
初
回
は
、

体
験
入
会
と
し
て
参
加
費
無
料
で
す
。

　
下
記
の
活
動
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
最
新
の
活
動
計
画
は
、
利
根
町
民
活
動
情

報
サ
イ
ト
「
と
ね
っ
と
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
左
記
の
施
設
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ラ
ッ
ク
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
自
由
に
お

取
り
く
だ
さ
い
。

●
設
置
場
所

　
利
根
町
役
場
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

   

文
化
セ
ン
タ
ー
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

   

布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

活　動 実施日 時　間 場　所

楊名時太極拳
（月）1・8・15・22・29
（水）3・10・17・24
（金）5・12・19・26

①月･水･金   7：00～  7：40
②月･水　　  7：30～   8：30
③水曜夜　  19：00～ 20：30

①早尾台緑地広場
②とねっ子公園
③利根町文化センター

テニス教室 （金）5・12・19・26 　　　　　  10：00～ 12：00 利根浄化センターテニスコート

テニス （月）1・8・15・22・29
　　　　　  10：00～ 12：00
　　　　　  13：00～ 15：00 利根浄化センターテニスコート

グラウンド・ゴルフ （日）7・14・21・28
（水）3・10・17・24 　　　　　　 9：30～ 12：00 （日曜日）旧文間小学校グラウンド

（水曜日）利根浄化センター　

バドミントン・卓球・
ニュースポーツ （土）6・13・20・27 　　　　　　 9：30～ 12：00

　　　　　  13：30～ 15：30
旧文小学校体育館ニュースポーツ 他 （火）2・9・16・23・30 　　  　　   19：30～ 21：30

バドミントン （日）7・14・21・28 　　  　　　19：00～ 21：00

健康体操 （日）7・21 　　  　　　10：00～ 12：00 利根町生涯学習センター

◆外国人は英語を話せるの？
　現在、世界の標準言語は英語です。国連世界人口推計 ２０２４年版では、世界人口が 82億人に達したとされています。
　その中でも英語を話す人は約 15億人いると推測されていますが、これはつまり、全世界の５人に４人は英語が話せないこと
を意味します。日本人は英語が話せないといわれますが、日本人以外の多くの外国人も英語が話せる人が少ないという事実を理
解することが大切です。

◆「やさしい日本語」を知っていますか？
　「やさしい日本語」とは、外国人にも分かりやいように配
慮された簡単な日本語のことです。子どもや高齢者、障が
いのある方にも分かりやすいコミュニケーション手段とし
て利用されています。

※例）大家 … 家を貸す人　　　
　　　眼科 … 目の病気を治す病院

　Vol. ３

◆利根町に多い国籍と言語は？

1.ネパール　　　ネパール語　　※英語を話せる方も多いです。
2. ベトナム　　　ベトナム語
3. 中国　　　　　中国語
4. スリランカ　　シンハラ語・タミル語

◆世界の英語力指数ランキング　（EFEPI 第 2024 版より）　アジア

※数字　世界ランキング順位
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　おかげさまで、6月22日に風の公園で「第7回走りの教室」を開催する
ことができました。ご協力・ご参加ありがとうございました！小学校低学
年から高学年まで、合計12名に参加いただきました。暑さにも負けずに
走り回る子どもたちのエネルギーはすさまじかったです。
　また、6月21日に「すぽかるとね」で「陸上競技クラブ」がスタートし
ました。利根町スポーツ少年団出身の生徒も所属しており、楽しみながら
も、技術や体力向上の練習を頑張ってくれていました！ この流れを止め
ることなく、小学生から引き続き、中学生以降も、利根町にて陸上競技に
触れられる機会を充実させていきたいです。
　引き続き走りの教室やスポーツ関連事業、教育分野などを通じて町へ貢
献していきたいと思っております。ご理解、ご協力のほどよろしくお願い
します。

　「走る協力隊」稲垣鉄平です。5月25日にカンフー体験教室を開催しま
した。当日は小学生〜大人の幅広い年代の方々にご参加いただきました。
講師は武術太極拳で日本一の経験がある方で、最後には演舞も披露してい
ただき、とても充実したイベントとなりました。今後もランニングイベン
トや皆さんが体験したことのないスポーツイベントを企画・開催していき
ますのでご期待ください。
　また、毎月第1・３土曜日の6:30から「グッドモーニングスローラン
ニング＆ウォーキング」を定期開催しています。比較的涼しい朝の時間帯
に、みんなで楽しくスロラン＆ウォーキングしませんか？ご参加お待ちし
ております。

　空き家コーディネーターの安藤（ドゥーさん）です。現在、移住者向け
のお試し居住施設を開設するため、空き家利活用PJに奔走しています。
　空き家を「こんな風に使いたい」、「こんなことをしてみたい」と楽しい
想像が膨らむ一方で、「本当にこんな使い方ができるのか？」、「建物規制に
反してはいないのか？」といった疑問も多く抱えています。空き家の利活
用にあたっては、都市計画法、建築基準法、その他関係法令に基づく許可
などが必要です。空き家利活用PJでは、これらの条件を一つずつクリア
しながら、開設に向けて前進しています。ここ数カ月は、改修工事よりも
視察・行政訪問・打ち合わせに時間を費やしてきましたが、秋からは改修
工事に力を入れていきます。空き家利活用PJで得られた知識は、今後の
相談会などを通じて、皆さまのお役に立てるよう還元していきたいと考え
ております。 引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

　こんにちは！空き家コーディネーターの藤田です。主に農家さんの空き
家を再利用し、就農を目的に利根町に移住する人が増えたらいいな、と思
いながら活動しております。私自身も、先日の田植えに続いて、野菜の栽
培を開始しました。夏野菜各種に加えて、さつまいもは3,000本くらい植
えてみました。秋には芋掘りイベントの開催をもくろんでます。物量が多
く、また気温やお天気に翻弄され、思ってた以上に大変な作業でしたが、
ご近所の優しい先輩方に手取り足取り教わって、何とかいくつかの耕作放
棄地を畑に返すことができました。
　利根町に来て１年、空き家や農地の再生をとおして、日々「生きて
る！」を実感しながら暮らしてます。地域おこし協力隊として、自分自身
が移住の１つのモデルケースとなれるよう、今後も励みたいと思います。

田井隊員

藤田隊員

稲垣隊員

　オレンジカフェに初めて参加されるご姉弟が少し不安そうな表情で席に着かれました。自己紹介の際に、お母様のこ
とで少しでも改善策があれば・・・との言葉が聞かれました。開催している身からすれば、大変な勇気を出して参加し
ていただいたことがとても嬉しかったです。
　認知症の情報が社会に広がり、関心を持つ方も増えてきていますが、実際に身内の方が認知症となり普段の生活に支
障が出てきたら、どうして良いか分からずパニックになって当然です。不安や悩みを吐き出すことを我慢してしまう方
も多いですが、気持ちを誰かに聞いてもらうことはとても大切なことです。相談することで気持ちが楽になり、解決策
がすぐに見つからなくても一緒に考え認知症の知識を得ることで生活がしやすくなることも。不思議なことですが、家
族の心が安定すると認知症当事者の病気の進行が進みにくくなると言われています。ご相談に来られたご姉弟も、お帰
りになるころには少し和らいだ表情で会場を後にされました。笑顔は一番のお薬です。

私たちはここにいます！
　認知症地域支援推進員配置施設
　●利根町地域包括支援センター　☎６８－２２１１　　●利根町保健福祉センター　　　　☎６８－８２９１
　●複合福祉施設　響　　　　　　☎６１－８５００　　●介護老人保健施設　もえぎ野　　☎８４－６０８１　

認知症地域支援推進員のつぶやき　№84

るための効果的な取り組みだといえますね。
【ここに注目】
　2022年９月、環境省は、循環型社会の方向性を示し
た「循環経済工程表」を策定しました。工程表には、持
続可能な循環型社会の実現には、国の施策などだけでは
なく、私たちの意識変革や行動変容が非常に重要である
ことが示されています
　例えば、資源循環型製品・サービスを選択することは、
脱炭素や天然資源消費量の抑制に密接につながる行動と
なります。一度に全部はできなくても、３Rを生活に取
り入れていきましょう。

関連 URL　環境省「エコジン」
https://www.env.go.jp/guide/info/ecojin/fea-
ture1/20221116.html
日本リユース業協会　https://www.re-use.jp

　 今回は、「３R」のお話です。
　８という数字は横に倒すと無限記号（∞）に見えるこ
とから、繰り返し使い続けるというリユースの理念を象
徴するとして、８月８日はリユースの日と制定されてい
ます。
　持続可能な未来を実現するために、使い捨てや過剰消
費を見直し、詰め替え製品、簡易包装、リターナブル容
器を選ぶなど、３Rのアクションは身近な暮らしの中で
だれもができる取り組みです。環境問題の解決は一人ひ
とりの意識とアクションで大きく変わります。
　いずれの「R」もエコフレンドリーな循環型社会にす

活路は、会話からうまれる！

「地球温暖化」　その４

リデュース（Reduce） 減らす ゴミの量を減らす

リユース（Reuse） 再使用 モノを捨てずに繰り返し
使用する

リサイクル（Recycle） 再利用 廃棄物を資源として再利
用する
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日　程 予約方法 予約時間 内容

口腔相談 8月26日（火） 前日までに予約 　9：３０～１２：００　
１3：００～１３：４５　 歯科衛生士による口腔機能相談

精神保健相談 ９月 ９日（火） 1週間前までに予約 １3：３０～１５：４５ 専門職による精神保健相談

ヘルシー相談 ９月11日（木） 前日までに予約 　9：００～１２：００　 管理栄養士による栄養相談

もの忘れ相談 毎週水曜日 前日までに予約 １3：３０～１５：３０ もの忘れが気になる方などの相談

〒 300-1632
　茨城県北相馬郡利根町下曽根 221-1
　tel 0297-68-8291
　fax 0297-68-9149

第
73
回
も
の
忘
れ
予
防
講
座

　
こ
の
講
座
は
、
認
知
症
と
そ
の
予
防
の
た

め
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
は
、
理
学
療
法
士
の
中な

か
ぞ
の
と
く
お

園
徳
生
先
生

で
す
。
中
園
先
生
に
は
、
10
年
以
上
に
わ
た

り
、
機
能
訓
練
相
談
事
業
を
ご
担
当
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
理
学
療
法
士
な
ら
で
は
の

「
筋
肉
ほ
ぐ
し
」
の
ご
指
導
で
、
高
齢
者
を

動
き
や
す
い
体
へ
導
き
、
日
常
生
活
を
よ
り

健
康
に
過
ご
す
た
め
の
方
法
を
ご
提
案
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

●
日
時　
８
月
29
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

　
　
　
（
午
前
9
時
40
分　
受
け
付
け
開
始
）

●
講
演　

�「
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い　
『
あ
た

ま
』
と
『
か
ら
だ
』
の
健
や
か
運

動
習
慣
」

●
講
師　
理
学
療
法
士　
中な

か
ぞ
の
と
く
お

園
徳
生　
先
生

●
会
場　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▪各種相談　令和７年８月～９月の日程 　▶場所：利根町保健福祉センター　

は
つ
ら
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

10
月
～
11
月
開
始
生
募
集

●�

対
象
者　
利
根
町
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
運
動
制
限
が
な
く
、
か
つ

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※�

今
回
初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先
し
ま

す
。

●�

定
員　
14
名

●
場
所　

�

利
根
町
健
康
増
進
等
複
合
施
設

　
　
　
　

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
利
根
町

下
曽
根
２
５
４
）

●�

申
し
込
み　
8
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

　
　
　
　
　
　
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

　
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は

電
話
で
受
け
付
け

※�
申
込
人
数
が
定
員
を
越
え
る
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
、
利
用
決
定
し
た
方
へ
電
話
連

絡
し
ま
す
。

●�

内
容　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
師
指
導
の
も
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
い
、
加
齢
に

よ
り
衰
え
や
す
い
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力

を
鍛
え
ま
す
。
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

●�

利
用
日
時　

　
火
～
金
曜
日
の
午
前
中（
1
回
50
分
程
度
）

●�

利
用
回
数　
週
１
回
程
度（
毎
回
予
約
制
）

●�

利
用
期
間　
開
始
か
ら
6
カ
月
間

●
利
用
料　
６
カ
月　
２
０
０
０
円

●
利
用
開
始
ま
で
の
流
れ

①�

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
面
接
し
、
利
用

決
定
後
、申
請
書
な
ど
を
提
出
。「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
講
座
」
の
予
約
。

②�

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
」
へ
の
参
加

（
1
時
間
程
度
）

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
始
（
6
カ
月
間
）

筋
活
を
し
て
健
康
づ
く
り
を

始
め
ま
し
ょ
う
！

　
暑
い
日
は
、
涼
し
い
部
屋
で
筋
活
を
し
ま

せ
ん
か
？

　
人
の
体
の
水
分
量
は
年
齢
や
性
別
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
若
い
人
や
筋
肉
量
が
多
い
人

の
方
が
体
内
水
分
量
が
多
く
、
赤
ち
ゃ
ん
で

は
80
％
前
後
、
高
齢
者
で
は
約
50
％
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
暑
い
夏
を
乗
り
き
る
た
め
に

も
、
継
続
し
て
筋
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
増
進
等
複
合
施
設
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
は
少
し
ず
つ
継
続
利
用
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に

は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
の
受
講
が
必
須

で
す
。

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
開
催
日
時
は
、
直

接
、
利
根
町
健
康
増
進
等
複
合
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
『
フ
リ
ー
タ
イ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ご

利
用
カ
レ
ン
ダ
ー
～
随
時
更
新
中
～
』
に
も

ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
，
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
の
問
い
合
わ
せ

　
利
根
町
健
康
増
進
等
複
合
施
設

　
☎
０
２
９
７
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●日本脳炎ワクチン　第２期

※小学６年生に対して、４月に個別通知済み。

●二種混合（ジフテリア・破傷風）ワクチン　第２期

●麻しん風しん混合（MR）ワクチン　第２期

�※�ワクチンの供給が不安定な状況が続いています。お子さんの
体調が良いときに、早めに接種しましょう！

夏休みを利用して計画的に予防接種を受けましょう！

対象年齢 標準的な接種期間
9歳以上 13歳未満の者 9歳に達した時から10歳に達するまでの期間

　予防接種は、対象年齢と接種期限が決まっています。まだ接種していないものがあれば、夏休み中の時間に余裕があるときに
接種し、感染症から体を守りましょう。

◆１人分あたりの栄養量
エネルギー　52kcal　
たんぱく質　2.4g　
脂質  　　　 2.8g　
食塩相当量　0.4 ｇ

◆ひとことコメント
　小学校の国語の題材『サラダでげんき』を参考にし
た、火を使わず簡単に作れるサラダです。物語では、
りっちゃんのおかあさんを元気にするために動物たち
がレシピを教えてくれます。物語の世界を楽しみなが
ら、一緒に材料の答え合わせをして作ってみましょう。

（レシピ提供）利根町食生活改善推進員協議会（レシピ提供）利根町食生活改善推進員協議会

食生活改善推進員協議会の健康レシピ食生活改善推進員協議会の健康レシピ

◆調理時間　10分
◆作り方
①�キャベツは繊維を断って千切り、人参は長さ 5㎝の千切
り、きゅうりは斜め薄切りにしてから千切り、ロースハ
ムは半分に切ってから 5㎜位の千切りにする。トマトは
2㎝角のさいの目切りにする。
②�トマト以外の①の材料と塩昆布をAで和え、器に盛る。
かつお節を天盛りにしてトマトをあしらう。

りっちゃんサラダ ◆材料（２人分）

キャベツ 70ｇ

人参 10ｇ

きゅうり 30ℊ

ロースハム 10ｇ

塩昆布 3ｇ

　　　サラダ油 小さじ１

AA
　　 酢 大さじ 1/2

　　　砂糖 小さじ 1/3

　　　こしょう 少々

トマト 40ℊ

かつお節 1g

　「利根町食生活改善推進員（通称：食改さん）」は、地域で
の健康づくり活動の中で子どもから高齢者まで全世代にわた
り、食育活動を行っています。

◆食改さんとは

対象年齢 標準的な接種期間
11歳以上 13歳未満の者 11歳に達した時から12歳に達するまでの期間

●子宮頸がんワクチン（HPV）

※�中学校１年生相当の女子には４月に、高校１年生相当の女子
には５月に個別通知済み。

※対象の方には、５月に個別通知済み。

●子宮頸がんワクチン（HPV）のキャッチアップ接種

対象者 接種期限

以下の①および②に該当する女子
①�平成９年４月２日～平成 21年
４月１日生まれの者
②�令和 4年度から令和 6年度ま
でに子宮頸がんワクチンを１回
以上接種しており、３回の接種
を完了していない方

令和８年３月 31日

「積極的勧奨の差し控え」＊によりの接種機会を逃した方を対
象に実施します。

対象年齢 接種期限
５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学の始
期に達する日の１年前から当該始期に達する日の
前日までの間にある者

令和８年３月 31日

※�対象者（平成 31年４月２日～令和２年４月１日生まれの方）
には、４月に個別通知済み。

＊�ワクチン接種後に生じうる多様な症状などについて十分に情
報提供できない時期があったことから、個別に接種をお勧め
する取り組みを差し控えておりました。（現在は、安全性に
ついて特段の懸念が認められないことが確認されており、接
種をおすすめする取り組みが再開されています）

※小学４年生に対して、４月に個別通知済み。

対象者 標準的な接種期間
12 歳となる日の属する年度
の初日から 16 歳となる日の
属する年度の末日までの間に
ある女子

13歳となる日の属する年度の初日から
当該年度の末日までの間（９価ワクチン
を接種する場合は、一部例外有り）

①接種には、医療機関への予約が必要です。
②�接種の前にワクチンについての説明をよく読んでください。
③�接種の際は必ず予診票を持参してください。予診票をお持ち
でない場合は、必ず母子健康手帳をお持ちの上、利根町保健
福祉センターまでお越しください。
④�接種期限を過ぎた場合または対象者の要件から外れた場合、
公費負担での接種はできません。（全額自己負担による任意
接種となります）

●注意事項



８月号８月号
　　日差しがグッと強くなり、水あそび日差しがグッと強くなり、水あそび
が気持ちのよい季節となりました。が気持ちのよい季節となりました。
　暑さ対策をしながら、夏を存分に楽し　暑さ対策をしながら、夏を存分に楽し
みましょう！みましょう！

支援センターってどんなところ？
　利根町在住の未就園児とその保護者の方を対象に支援を行っていま
す。子育て真っ最中の方同士の情報交換や気分転換の場所として、また、
お子さま同士のふれあい体験の場としてご利用ください。担当保育士と
たわいのないおしゃべりをしたり、相談したりすることで、子育ての悩み
も少しは軽減するのではないかと思います。

図書館へ
行 こ う

お す す め 新 着 図 書

開館時間 ９：30 ～ 17：00　　　　は休館日

利根町図書館カレンダー
９月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

８月

　　は開館時間 ９：30 ～ 18：00

3031 令和 7年 8月（No.737）令和 7年 8月（No.737）

イベント 対象 日程 時間 備考

すっきりサロン 未就園の親子 毎週
月～金

 ９:30 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00

育児に関することなど、どんな悩みでも一緒に考えましょう。
お気軽にご利用ください！

お部屋で遊ぼう 未就園の親子
  2 日（火）

9:30 ～ 11:30 支援センターのお部屋で自由に遊びましょう！
※お弁当やおやつなどを食べて帰ることもできます。22日（月）

消防士講話
（救急法） 予約者   4日（木） 10:00 ～ 11:30

消防士さんによる 『救急法』 の講話
場所：支援センター室内
時間：10:00 集合（10:15 ～ 11:00）
※�支援センターに遊びにいらした際やお電話にてご予約ください。

　誕生カードづくり　
（10月生まれ） 未就園の親子   ８日（月）   ９:30～ 11:30 10 月生まれのお子さんが対象です。※ご都合の悪い方は、お知らせください。

ワイワイサロン
育児相談 全乳幼児   ９日（火） 10:00 ～ 利根町保健福祉センターの２階で同時開催。

年齢別サークル

・すくすく（R4.4 ～ R5.3）
・よちよち（R5.4 ～ R6.3） 12日（金）

  9:30 ～ 11:30

文間保育園のホールで、トンネル遊びや木馬・ボール・滑り台
などいろいろな遊びをしながら楽しく過ごしましょう♪

・ねんね　（R6.4 ～ R7.3）
・赤ちゃん（R7.4 ～） 25日（木） ふれあい遊びを楽しみましょう♪

にこにこ広場 未就園の親子

17日（水） 10:00 ～ 11:30
みんなで楽しくあそびましょう !　
場所：キッズルーム内　支援活動ルーム（現地集合）
　　　（利根町健康増進等複合施設　旧文小学校２階）

30日（火）   9:30 ～ 11:30
☆高野さんによる『おはなし会』があります。
・心の根っこの話　～自己肯定感を育もう～
・絵本の読み聞かせ　など

にこにこ赤ちゃん
・ねんね　 （R6.4 ～ R7.3）
・赤ちゃん（R7.4 ～）
・マタニティさん

18日（木） 10:00 ～ 11:30
みんなで楽しくあそびましょう !　
場所：キッズルーム内 支援活動ルーム（現地集合）
　　　（利根町健康増進等複合施設　旧文小学校２階）

予定が入っていない日も、園庭・室内（カンガルールーム）を解放していますので、いつでもご利用ください。
開放時間：月～金曜日（祝日は除く）9：30～ 11：30／ 15：00～ 16：00
＊持参したベビーカーでお庭を散歩することもできます。遊びに来る際は各自飲み物をご持参ください。
▶問い合わせ　とね子育て支援センター（文間保育園内）　☎６８－３１９４
　　　　　　　開園日時　月～金曜日（祝日を除く 8：00～ 17：00） 詳しくはコチラ▶

９月の子育て支援センターイベントスケジュール

わが家のわが家の

アイドルアイドル
写真館写真館

みなさまからご応募いただい
た「わが家のアイドル」写真
をご紹介します。

わが家のアイドル写真大募集！
　わが家のアイドル（小学生ぐらいま
でのお子さま、またはペット）の可
愛い写真を広報とねに掲載してみま
せんか？
　住所・氏名・連絡先・アイドルの
お名前（ふりがな）・生年月日・一言
コメント（15文字以内）を明記の上、
下記までメールでお送りください。

●送り先
　総務課　秘書広聴係
　☎ 68-2211（内線 314）
　kouhou@town.tone.lg.jp までりく君（３歳）りく君（３歳）

音声と写真でよみがえる昭和戦前
編　保阪正康【著】　NHK出版　
　
　NHK に残る貴重な音声を二次
元コードで聴き、貴重な写真やイ
ラストを見ながら、昭和の歴史を
追体験する。戦前編は、震災復興
と金融恐慌から日米開戦までを収
録。

ハムスたんていとかいとうニャー
大塚健太【作】　Gakken

　ある日、ハムスたんていのとこ
ろへ、かいとうニャーから挑戦状
が届いた。「ひまわりのたねはい
ただいた！にゃぞにゃぞ全問正解
できたら返してあげるにゃ！」ハ
ムスたんていは、ひまわりのたね
を無事取り返せるのか？

もしもアウトドアで命の危機を感じ
たら　国崎信江【監】　岩崎書店

　海、川辺、山、冬場…。アウト
ドアで起こる思いがけない「もし
も」の状況で、大事な命を守るた
めには何をどうすればいいのか。
ベストな判断と行動ができるよ
う、クイズ形式でわかりやすく解
説する。

武闘刑事　中山七里【著】　
PHP研究所
　
　千葉県警刑事部捜査一課、高頭
冴子班に所属する郡山が親しくし
ていた隣人の母娘が銃殺遺体で発
見された。容疑者として在日米軍
曹長が浮上するが捜査は難航。さ
らに事件の裏には基地問題も絡み
…。

▶問い合わせ　利根町図書館　☎６８－８８６８

▶「感想文をちゃっちゃと書いちゃおう」のご案内
日　時：８月 16日（土）13：30～
場　所：利根町図書館２階・多目的ホール
対象者：小学生
持ち物：本・筆記用具・水筒・タオルは各自ご用意お願いします。

▶図書館延長開館のお知らせ
　７月 22日（火）から８月 29日（金）までの間、月・土・日曜
日を除いた平日開館時間は 9：30から 18：00までになります。

▶映画会上映タイトルのお知らせ「劇場版　猫侍」　
日　時：８月 30日（土）13：00～
場　所：利根町図書館２階・多目的ホール
※会場は蓋つき飲み物に限り持ち込み可能です。

▶図書館おすすめコーナーに「こわい本」を集めました！

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30
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人 口 と 世 帯（令和 7 年 7 月１日現在）

総人口 15,601 人　（＋ 63）

男　性 7,750 人　（＋ 71）

女　性 7,851 人　（－   8）

世帯数 7,951 世帯（＋ 85）
（ ）内は前月比

　【８月の納税等】　※納期限および口座振替日は９月１日です。
　　町・県民税：２期　　　　　　　　国民健康保険税：２期
　　後期高齢者医療保険料：２期　　　介護保険料：３期
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昭和 54 年
8 月発行
広報とね

　

昭
和
54
年
8
月
に
発
行
さ
れ

た
「
広
報
と
ね
」
に
、「
水
を

飲
み
す
ぎ
る
と
疲
れ
ま
す
」
と

い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　暑
い
と
つ
い
水
分
を
多
く

と
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
摂
り

す
ぎ
た
余
分
な
水
分
は
尿
の
排

出
で
は
足
り
ず
、
汗
と
し
て
早

く
排
出
す
る
た
め
に
不
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
汗
と
同
時
に
塩
分
も
体

外
へ
排
出
さ
れ
る
た
め
、
疲
労

感
が
出
ま
す
。
こ
れ
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
食
欲
が
減
少
し
体

力
も
衰
え
、
結
果
眠
り
も
浅
く

な
り
、
翌
日
に
疲
れ
が
残
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　年
々
夏
の
暑
さ
は
厳
し
く
な

り
、
日
常
生
活
に
も
支
障
を
き

た
す
ほ
ど
で
、「
昔
の
夏
と
は

違
う
」
と
感
じ
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ま
だ
ま
だ
夏
の
暑
さ
は
続
き

ま
す
が
、
水
分
補
給
の
つ
い
で

に
塩
分
を
摂
り
な
が
ら
熱
中
症

対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

TO
N
E


